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Products/Technologies of the Company
・ Techniques to propose are “organizational skills that enable lumber 
companies to complement each other’s technical capabilities” and 
“wood processing techniques that utilize the characteristics of raw 

wood”. A product made by utilizing the proposed techniques, 
“plywood veneered with Yoshino timber”, is an interior material 
where laminated wood made with gumwood and acacia wood is 
veneered with thinly sliced Yoshino Cedar or Japanese cypress. 

Development Issues Concerned in Vocational 

training・ Industrial development Sector
・ It is necessary to break away from existing structures led by foreign 
capital centered around fabricating industries that rely on inexpensive 
labor, and nurture local companies that serve supporting industries and 
material industries. As a part of the industrial development effort to 

boost business expansion by the private sector, mainly small and mid-
sized companies, support will be provided for personnel trainings (to 
produce skilled workers and technical experts). 

Small and Medium-Size Enterprise (SME) Partnership Promotion Survey for 
Local use of interior materials utilizing Yoshino lumber in Vietnam 
Yoshino Lumber Industrial Cooperative   (Yoshino, (NARA Pref.,))

plywood veneered with 
Yoshino Cedar

How to Approach to the Development  Issues 
・ Local production function where thinly sliced Yoshino Cedar and 
Japanese cypress are imported from Japan and applied to plywood at 
local woodworking manufacturing companies. (Price advantage) 

Plywood veneered with Yoshino timber or Japanese cypress can be 
sold to national and regional home builders as housing interior 
materials. (Revenues from local sales) 

• Survey Duration：3, 2023～2, 2024

Country/Area：Socialist Republic of Vietnam / Binh Phuoc Province
• Name of Counterpart：Department of Planning and investment of Binh Phuoc Province
• Survey Overview：
By improving the skills of wood workers, companies can clarify their areas of specialty and their own unique 
techniques, then establish their original skills by polishing those techniques. However, it is not possible to 
manufacture products with original skills alone. Companies will be able to develop products if they complement 

each other’s technical capabilities as one.
Acquirement of skills to determine qualities of raw wood and lumber enables application of suitable processing 
methods and appropriate lumber cutting. This in turn enables acquirement of knowledge and skills that 
maximize the utilization of raw materials.

Expected Impact in the Country
・ The bonding of local lumber companies and operation through 
organizational skills that enable lumber companies to complement 
each other’s technical capabilities, which are distinguished features of 

Yoshino Lumber Industrial Cooperative , and personnel training 
through wood processing techniques that utilize the characteristics of 
raw wood. 

Survey Outline

1 of  April , 2023
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要約 

Ⅰ.調査要約 

４． 案件名 

（和文）ベトナム国吉野材を活用した内装材の現地利用に関する基礎調査 

（英文）Small and Medium-Size Enterprise (SME) Partnership Promotion 

Survey for Local use of Interior Materials Utilizing Yoshino Lumber in 

Vietnam 

５． 対象国・地域 
ベトナム社会主義共和国ビンフォック省、ホーチミン、ハノイ及びビンズオ

ン省の一部 

３．本調査の要約 

ベトナムの屋内はコンクリートやタイル張が一般的な建材である。この建材

に吉野材（杉・檜）が利用可能か調査する。また、低価格で提供できる吉野材

化粧貼集成材の市場調査を行う。これらを通じて、ベトナムでのビジネス展開

計画を検討する。 

４．提案製品・技術の概

要 

吉野材化粧貼集成材：現地集成材（ゴムの木）に吉野材（杉・檜）を貼付け

たハイブリッド材。 

「製材所各々の技術力を補完し合う組織力」「原木の特徴を活かした木材へ

の加工技術」を提案技術とする。提案技術を活用した商品「吉野材化粧貼集成

材」とは、ゴムやアカシアの木材を活用した集成材に吉野杉や檜を薄くスライ

スした単板を貼り付けた内装材である。 

５．対象国で目指すビジ

ネスモデル概要 

・薄くスライスした吉野杉や檜を日本から現地に輸出し、現地の木工製造企業

で合板に貼り付ける現地生産機能を確立することで日本から輸出する建材より

も安価な建材を生産できる。（価格的有利性）  

・合板に吉野杉や檜の表面材を張り付けた『吉野材化粧貼集成材』を、住宅の

内装材として住宅メーカーや工務店に販売する。（現地販売による収益）  

６．ビジネスモデル展開

に向けた課題と対応方針 

（課題） 

・ ベトナム住宅はコンクリート材が一般的で木製を使用する慣習がない。 

・ 従来コンクリート材と比較した価格優位性の確保。 

（対応方針） 

・ デザイン及び設計企業への吉野杉・檜の需要喚起。 

・ 販売先（住宅メーカー、工務店等）の獲得。 

・ 表面材としての吉野杉・檜の輸出の実現。 

・ 現地木材製造企業による化粧張り集成材への加工等の課題の抽出、それ

らへの対応方針の整理と実践。 

・ 現地木材製造企業が製造する集成材に吉野杉・檜を薄くスライスした単

板を貼り付けた吉野材化粧貼集成材の価格優位性の確保。 

７．ビジネス展開による

対象国・地域への貢献 

・ 従来の安価な労働力を拠り所とする組み立て産業を中心とした外資牽引

型の構造から脱却し、裾野産業や素材産業を兼ね備えた地場企業の育成

が可能となる。 

・ 中小企業を中心とした民間セクターの事業展開を後押しする取り組みの

１つとして人材育成（技術者・技能者）を支援する事で、現地木工労働

者が原木や製材の見極め力を会得し、原材料の加工手法や部位毎の切り

分け等が可能となり、原材料を最大限に活かせる知識と技術を得ること

ができる。 

・ 現地木工労働者の技術を向上させることで現地企業各々の得意分野や固

有技術を明確化し、その技術を磨き上げることでオリジナルの技術が確

立できる。 

・ 現地で吉野材化粧貼集成材を製造するには、企業間連携で技術力を補完

し合う組織の企業間協力体制が必要となる。今後事業化を進めるにあた

り、ビンフォック省内の木工企業に組織化を呼びかける。 

８.本事業の概要 

ベトナムで生産している木は、ゴムやアカシヤの小径木であり、小径木では

建材や家具製造ができないため集成材に加工して活用することが多い。集成材

の活用では不恰好で安価な商品となるため、べトナムの家具製造業は、輸入材

に頼っている。 
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こうしたベトナム木材事情の背景もあり、ベトナム国の内装は、石材やコン

クリートが主であるが、吉野材にベトナム内装市場参入の可能性があるかを調

査する。次に、生産面では、現地ゴムの木集成材に吉野材を貼り付けた化粧貼

集成材の現地生産の可能性を調査する。また、価格面及び品質面では高級内装

材としてベトナム市場への導入が可能か調査する。 

① 目的 

日本国内で高級製材として扱われる「吉野杉・檜」がベトナム市場で受け入

れられるか確認する。主に品質と価格面の受容性を調査する他、安価な現地集

成材に吉野材単板を貼り付けた「吉野材化粧貼集成材」を商品化した場合のベ

トナム市場への参入可能性を調査する。 

② 調査内容 

a 現地開発課題に関する調査 

b パートナー企業調査 

c 市場調査（ホーチミン等） 

d 同業他社及び競合商品調査 

e 現地法人許認可及び木工製造の政府政策及び投資環境 

f 木工建材に関する意識調査 

g 協同組合による組織形成 

③ 本事業実施体制 
提案企業：吉野製材工業協同組合 

外部人材：ハレノヒ株式会社 

④ 履行期間 2023年 3月～ 2024年 2月（ 1年 0ヶ月） 

⑤ 契約金額 8,545千円（税込） 

 

Ⅱ.提案法人の要約  

１. 提案法人名 吉野製材工業協同組合 

２. 代表法人の業種 ①製造業 ②卸売業 

３. 代表法人の代表者名 代表理事 中西 利彦 

４. 代表法人の本店所在地 奈良県吉野郡吉野町大字丹治 11番地 

５. 代表法人の設立年月日

（西暦） 
1950年 1月 7日 

６. 代表法人の資本金 1,980万円 

７. 代表法人の従業員数 12名（組合員数 33名（令和 4年 11月現在）） 

８. 代表法人の直近の年商

（売上高） 
940,611千円（2021年 12月～2022年 11月期） 
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はじめに 

１. 調査名 

（調査対象国）ベトナム国 

（和文）ベトナム国吉野材を活用した内装材の現地利用に関する基礎調査 

（英文）Small and Medium-Size Enterprise (SME) Partnership Promotion Survey for Local use 

of Interior Materials Utilizing Yoshino Lumber in Vietnam 

 

２. 調査の背景 

ベトナム国では、1986 年のドイモイ政策導入以降、急速な経済発展と工業化が進み、2017 年-

2019年の経済成長率は平均して 7％以上を維持していたが、2020年〜2021年は 3％を下回ったもの

の 2023年には 8.02％を記録した。1経済成長に伴い、同国におけるＧＤＰは、2020年には 2,779億

USD に成長した。特に産業分野別では、近年、木工製品の輸出が伸びており、同国農・林・水産物

の輸出額全体の約27％を占めている。輸出先であるアメリカ、ＥＵ、日本などでは、ベトナムから

の木工製品輸入額は中国に次ぐ第２位となっている。 

好調な経済成長の一方で、1990年代以降、伐採による森林減少が急激に進んでいることから、ベ

トナム政府はこれに歯止めをかけるため、開発から保護へと政策を転換しており、商業伐採に関し

ては許容伐採量が限られている。急激に拡大している家具製造需要に対しては、国内の木材供給の

みでは不足しており、植林も行っているものの、その種類はゴムやアカシア等、限定的であり、合

法的な原材料の確保及び木材供給源の多様化が木工産業の振興、輸出促進の上で課題となっている。 

受注者の吉野製材工業協同組合は、節が少なく木目が美しい国産高級木材として国産材ブランド

を確立した吉野町での吉野杉・檜の木材加工・販売を行う製材会社の組合である。提案製品の「吉

野材化粧貼集成材」は、強度があり、真っ直ぐな吉野杉や檜を薄くスライスしてゴムの木集成材に

貼り付けた建材であり、住宅内建材や家具生産に適している。木材供給方法多様化の一環として本

集成材は家具だけでなく、内装材にも木材活用用途が広がり、また高級家具としてより付加価値の

高い木材製品の提案も可能となるため、かかる提案製品の技術の普及を図ることにより、現地の木

材・木工産業振興に貢献することが期待される。 

 

３. 調査の目的 

提案製品・技術の導入による産業競争力強化（中小企業/裾野産業振興）及び SDGs 達成（8：働き

がいも経済成長も：人びとが経済的に豊かになっていけるようにする。また、商品やサービスの価

値をより高める産業として経済や生産性をあげる）に貢献するビジネスの検討に必要な基礎情報の

収集を通じて、吉野材の海外展開の可能性を調査することを目的としている。 

 

４. 調査対象国・地域 

ベトナム国ビンフォック省、ビンズオン省、ホーチミン市、ハノイ市 

 

 
1 JETRO ビジネス短信（2023 年 1 月 10 日）より抜粋 
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５. 契約期間、調査工程 

表１ 調査工程及び訪問先一覧 

2023 年 3 月 22 日～2024年 2月 20日 

現地調査及び参加者 期間 訪問先 調査項目 

第 1 回現地調査 
（参加者） 
ハレノヒ株式会社 
 赤井田 幸男 

2023 年 5月 21日 
〜28 日 

（5月 22 日） 
・PHUC  THINH  JOINT  
STOCK  CO. 
（5月 23 日） 
・ビンフォック省 短期大
学 
 学長 Mr. HA VAN KIEN 
 副 学 長 ： Ms. NGUYEN 
BICH HEN 
・ビンフォック省 中小企
業組合 
・CONG TY TNHH SX – TM 
（5月 24 日） 
・ビンフォック省 投資計
画省 
Mr. NGUYEN DUY HAI 
・GREEN SKY ONE MEMBER 
COMPANY LIMITED 
Ms. NGUYEN THI NONG 
HUYEN 
・TAN VIET HAN 
CONSTRUCTION 
 Mr. NGUYEN VAN CHI 
（5月 25 日） 
・PEACOCK INTERIOR 
DESIGN AND CONSTRUCTION 
CO., LTD 
 Ms. NGUYEN TUONY LLY 
 Mr. PHAN QUOC VIET 
（5月 26 日） 
・SAIGON BEAUTIFUL HOUSE 
CONSTRUCTION DESIGN CO., 
LTD 
 Mr. NGUYEN VAN THANH 
・T .S.I HCM Co.,LTD 
 武田 ひとみ氏 
 

・パートナー企業調査
（ビンフォック省） 
・木工の住宅建材使用
による意識調査 
・同業他社及び競合商
品調査 

第 2 回現地調査 
（参加者） 
吉野製材工業協同組合 
 中西 利彦 
 上田 幸男 
ハレノヒ株式会社 
 赤井田 幸男 

2023 年 7月 23日 
〜29 日 

（7月 24 日） 
・TAN VIET HAN 
CONSTRUCTION 
Mr. NGUYEN VAN CHI 
・CONG TY TNHH SX – TM 
（7月 25 日） 
・ビンフォック省都市計画
省 
Mr. NGUYE DUC THANH、Mr. 
NGUYEN DUY HAI、Ms.An 
・ビンフォック省 短期大
学 
副学長：Ms. NGUYEN BICH 
HEN 
（7月 26 日） 

・パートナー企業調査
（ビンフォック省） 
・現地開発課題に関す
る調査 
・市場調査（ホーチミ
ン、ハノイ） 
・パートナー企業調査
（ビンフォック省） 
・市場調査 
（ホーチミン、ハノ
イ） 
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・PEACOCK INTERIOR 
DESIGN AND CONSTRUCTION 
CO., LTD 
Ms. NGUYEN TUONY LLY 
 Mr. PHAN QUOC VIET 
・SAIGON BEAUTIFUL HOUSE 
CONSTRUCTION DESIGN CO., 
LTD  
Mr. NGUYEN VAN THANH 
・TAKAHIRO CORPORATION 
Mr. STEVEN LE HUYNH BUU 
NGHI 
（7月 27 日） 
・DONGGIA INTERIOR 
ARCHITECTURE JOINT STOCK 
COMPANY 
社長：Mr. DONG MINH HAU 
・LANDSCAPE ARCHITECTURE 
AND CONSTRUCTION 
CONSULTING COMPANY 
LIMITED 
副社長：Mr. LE THANH 
HAI、 
営業部長：MR.NGUYEN VAN 
DUY) 
（7月 28 日） 
・Mr. HO THAI HUNG 
（HOA PHONG E&C 
INVESTMENT AND 
DEVELOPMENT JSC) 
・NH VILLAGE 
（代表：KTS. Ms. NGUYEN 
PHUONG HIEU） 
 

第 3 回現地調査 
（参加者） 
吉野製材工業協同組合 
 中西 利彦 
 上田 幸男 
 丸 充彦 
ハレノヒ株式会社 
 赤井田 幸男 

2023 年 9月 29日 
 〜10 月 5日 

（9月 29 日） 
・団内打ち合わせ 
（9月 30 日） 
・DONGGIA INTERIOR 
ARCHITECTURE JOINT STOCK 
COMPANY 
・TAN THANH Co ., LTD 
(10月 1日) 
・TRIEU DIEN GROUP JOINT 
STOCK COMPANY 
・NH VILLAGE（代表：
KTS.Mis.NGUYEN PHUONG 
HIEU）   
（10月 2 日） 
・NATIONAL UNIVERSITY OF 
CIVIL ENGINEERING 
・NAM ANH TEC CO.LTD 
（移動）ハノイ→ホーチミ
ン 
（10月 3 日） 
・PEACOCK INTERIOR 
DESIGN AND CONSTRUCTION 
CO., LTD 

・市場調査（ホーチミ
ン、ハノイ） 
・同業他社及び競合商
品調査 
・パートナー企業調査
（ビンフォック省、ビ
ンズオン省） 
・市場調査（ホーチミ
ン、ハノイ） 
・現地法人設立許認
可、政府政策、投資環
境調査 
・木工の住宅建材使用
による意識調査 
・協同組合組織形成 
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（NOVA WORLD） 
・TAN VIET HAN 
CONSTRUCTION 
（10月 4 日） 
・DUC PHAT VENEER 
MANUFACTURING & TRADING 
COMPANY LIMITED 
・TRUNG NGUYEN WOOD 
TECHNOLOGY COMPANY 
LIMITED  
 

 

６. 調査団員構成 

所属 氏名 担当業務 

吉野製材工業協同組合 中西 利彦 業務主任者/事業計画/事業化調査 

吉野製材工業協同組合 上田 幸男 開発課題/現地技術調査 

吉野製材工業協同組合 丸 充彦 パートナー企業調査/現地技術調査 

吉野製材工業協同組合 武田 啓司 国内業務 

ハレノヒ株式会社 赤井田 幸男 外部人材業務の総括者/競合商品調査、市場調査、
協同組合組織形成 
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第１ 対象国・地域の開発課題 

１．対象国・地域の開発課題 

開発課題：  

ベトナム国の主要産業は、農林水産業、鉱業、軽工業等。2022年の GDP成長率は 8.02%に対し、

2023 年（1月〜9 月）の業種・部門別の実質 GDP 成長率は、全体で 4.24%に対して、農林水産業が

3.43%、鉱工業・建設業が 2.41%、サービス業が 6.32%と安定した成長率を示している。労働力人口

は近年一貫して増加しており、2022 年には 5,079 万人となっている。産業別では、農業等 27.6%、

鉱工業・建設業 33.4%、サービス業等 39%。2 

経済成長に伴い、一人当たりの GDPも増大し、2022年に 4,110USD を超え、2022年の成長率は

2011 年以降の最高値を記録し 2021 年から 393USDの増加となった。3一方で現在の最低賃金は、必

要最低生活費の三分の二程度に留まっている。これは、労働力人口のうち非熟練労働者の占める割

合が多く、4市場が求めている商品価値の高い製造が困難なことが背景と言える。 

 事前現地調査を通じて、ベトナムの木工製品製造企業及び労働者は大きく以下の３点の課題に直

面していることが判明した。 

（１） 現地には、杉や檜と言った建材に適した木材がない。植林しているゴムやアカシアの集成

材を家具の素材としており、高級家具に使用できる無垢材が不足している。（木工製品の原

材料不足。） 

（２） 木工技術力が低いため高級な木工製品を生産できない。（ゴムの木集成材で家具生産してい

るため、丸太から製材する技術や用途に合わせた木材の利用方法を知らない。よって、木

材の加工技術者が少ない。） 

（３） 現地は、ゴムの木集成材を活用した木工製品製造技術しかないため、高級な家具生産等に

適した良い木材がどのようなものか知見がない。また、木工製品の良さを知らない。（現地

には集成材になるゴムやアカシヤのような小径木しかないため、表面材に活用できる木材

がない。表面材は輸入材に頼っている。） 

   以上のことから以下の開発課題を解決する為の手法を提案する。 

開発課題：現地では、木材が無いため木工製品に関心がなく、従来の安価な労働力を拠り所とする

組み立て産業を中心とした外資牽引型の構造が続いている。このことが木工技術力の低下を招いて

いる。 

  ↓ 

仮説：ベトナムに建材が売れる市場があること、または現地ニーズが判明すれば、積極的にベトナ

ムで木工生産に取り掛かる。現地ニーズ判断としては、２通りの考えがある。１つ目は、消費者側

に導入又は購入したい意識があるか。住宅メーカーや都市開発業者等から調査を行う。２つ目が施

工側に対して建材の品質及び価格に訴求力があるのか、施主や顧客に販売又は推薦したいか、デザ

イン設計事務所等から調査を行う。 

  ↓ 

 
2 ジェトロ ビジネス短信（2023 年 01 月 10 日）より抜粋 
3 ベトナム情報レポート（2023 年 2 月 28 日）（公益財団法人大阪産業局）より抜粋 
4 ベトナム労働市場（パーソル総合研究所）より抜粋 
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開発効果：マーケットインの思考を、ビンフォック省中小木工製造企業の経営者マインドに備える

ことで、安価な労働による組み立て産業を中心とした外資牽引型の構造から脱却し「地場企業の育

成」につながる。 

 

表２ ビンフォック省の課題と原因及び解決する能力 

具体的な課題 原因（仮説） ヒアリング回答 解決する能力 該当する SDGs 

①  現地には良い木

材がなく建材が

作れない。植林

しているゴムの

木やアカシアを

活用し集成材を

生産している。 

・森林伐採を政府

が禁止している。 

・植林したゴムの

木やアカシヤの小

径木しか生産でき

ない。 

・日本の輸入木材で

は高くて販売できな

い。 

・日本の木工技術を

活用し付加価値のあ

る製品を作りたい。 

吉野製材工業協同組合

と協力し現地での販売

できる低価格の建材

（吉野材化粧貼集成

材）を開発し、現地で

販売する。（本提案商

品） 

 

① 吉野材化粧貼集成材

を現地生産すること

で、人材育成による

技術力向上の結果、

現地労働者の木工技

術能力が向上する。 

② 木工労働者各々の木

工技術能力が向上

し、雇用している木

工企業は「技の集

積」により地場企業

の育成が可能とな

る。 

 ⑧ 経済成長・

雇用 

 ⑮ 陸上資源 

③  木工技術力が低

い。 

・ゴムの木集成材

を活用した家具し

か製造していな

い。 

・大径木を使用し

た家具や建材を製

造したことがない 

・大径木を剪断する

技術がない。 

・木材の部位ごとの

活用方法がわからな

い。 

④  現地では、木材

を輸入に頼って

おり、馴染みが

無いことから木

工製品の良さを

一般的なベトナ

ム人は、知らな

い。 

・ゴムの木集成材

を活用した安価な

家具生産を先進国

の下請けで続けて

いる。 

・コンクリートの

方が扱いやすい。 

・木材の高級感は

理解しているが、

性質や加工のしや

すさ等 今まで木

材文化がなかった

ため知見がない。 

・日本で販売した

い。 

・木工技術を活用し

て新商品を作りた

い。 

 

２．当該開発課題に関連する開発計画、政策、法令等 

（１）〜（３）は、ベトナム国の開発計画、政策、法令等を記した。 

（１）開発計画 

2001～2010 年までの経済社会開発戦略において、経済、文化、社会及び環境に関する主要目標

に生産力を強く発展させ、適切な生産関係を築き、社会主義を指向する市場経済の体制を一体化す

る。経済発展を環境保護と結び、緑の経済を発展させる。幅広い発展の成長モデルを幅と深さの均

等な発展の成長モデルに移転し、規模を拡大しながら、質・効率の向上を重視する。経済構造変換

を促進、経済の再構造を実現して、その中に経済地区における生産・サービス各分野の再構造を中

心とする、企業の再構造と市場戦力の調整を促進し、国内生産量、製品をはじめ企業及び経済の付

加価値と競争力を向上させる。国内総生産(GDP)の平均成長率が 7～8％/年に達する目標にする。

2020 年の GDP は 2010 年比で 2.2 倍になる。一人当たり平均 GDP（実質）は 3,000～ 3,200USD 
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に達することで、マクロ経済の安定を確保する。近代的で効果的な工業・農業・サービスの経済構

造を築く。工業とサービスの比重は全 GDP のおよそ 85％を占める。高技術製品の価値は全 GDP

の約 45％に達し、製造業の製品価値は工業生産高の約 40％を占める。農業は近代的、効果的、持

続可能で高い付加価値を持つ商品が多くある方向で発展する。農業分野における労働者率は社会労

働数の 30％を占める。5 

 

（２）政策 

近代的な工業及び建設業へ発展させ、質及び競争力を向上させ、工業国の基盤を構築する。新し

い産業、地域及び価値の面において工業生産を再編する。商品に含まれる科学技術の部分及び国内

生産による価値の割合を増す。加工産業、製造業、ハイテク産業、エネルギー産業、鉱業、冶金産

業、化学産業、防衛産業を選択しながら開発する。ハイテク産業、機械産業、情報通信技術産業、

薬品製造産業で、競争力の優位性をもつ商品やグローバルな生産ネットワーク及びバリューチェー

ンに参入できる商品の開発を優先する。裾野産業を大きく発展させる。農業農村向けの工業、クリ

ーンなエネルギー、新材料の開発を重視すると共に省エネ・材料節約の技術を導入する。生物工学

及び環境産業を段階的に開発する。大量の労働者を雇用する産業を引続き適切に発展させる。 

 

（３）法令等 

2010 年 7 月 19 日付の優先的に発展に投資される先端技術一覧及び、発展を奨励する先端技術 一

覧の認可に関する政府首相の決定は次のとおりである。6 

裾野産業の発展奨励として、国家は、裾野産業の発展に投資する国内外の組織、個人を奨励し、

優遇する。市場発展の奨励として、裾野産業の製品製造プロジェクトは、貿易振興・投資促進プロ

グラムの構築・管理・施行 の規定に従って、当該プログラムの経費支援を優先的に検討される。ま

た、先端技術発展を目的とした裾野産業の製品製造プロジェクトの投資主は、先端技術に関する法

的規定に従って、国家から製品・サービス提供網構築に参加できる条件を受ける。 

 

ビンフォック省では、社会経済開発戦略 2016〜2020 年において、地場企業の経済発展と人材育

成を強化し、優良な人材を育成すること、また、国際協力を強化し先進国と協力してベトナム国を

発展させる計画を掲げており、地場企業の育成と人材育成は、ビンフォック省においても優先課題

として位置付けられている。7 

 

３．当該開発課題に関連する我が国の国別開発協力方針 

• 重点分野：成長と競争力強化 

• 開発課題：産業競争力強化 

• 開発課題への対応方針：産業人材（技術者・技能者）の育成 

• 関連する協力プログラム：産業開発 

• 関連プログラムとの連携可能性：無し  

 
5 JETRO2011～2020 年 社会経済開発戦略 https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/vn/business/pdf/VN_20110100.pdf 
6 JETRO より引用 https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/vn/business/pdf/VN_20110224.pdf 
7 ビンフォック省人民委員会資料を添付（添付資料 1） 
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 外交樹立 45 周年を迎えるベトナムに平成 29年は前天皇皇后両陛下が１回、安倍総理が 2回訪問

している。１回目の安倍総理訪問の際にフック首相より、教育、人材育成、文化交流についても推

進し、産業人材育成のための ODA供与の依頼を受けている。また、2 回目の訪問では、産業競争力

強化に向けた「戦略協力パッケージ」を着実に実施したいと安倍総理から説明があり、より日本と

ベトナム間のビジネスを加速化させる方針である。本提案事業は、本組合の木工技術指導により基

礎的技術習得が進み、木工技術者及び企業の技術的成長により、木工製造企業が先進国の安価な労

働力の提供から脱却し世界に対して木工製造企業の成長と競争力強化がベトナムで展開すること

は、我が国の外交・協力方針にも合致する。 

 

４．当該開発課題に関連する ODA事業 

（１）我が国の ODA事業  

産業競争力強化・人材育成（小目標）産業開発・人材育成プログラム 

① 産業振興基盤強化にかかる情報収集・確認調査（基礎情報収集（一般）） 

② ベトナム日本人材協力センター（VJCC）・ビジネス人材育成、拠点機能強化プロジェクト（技

プロ） 

③ 産業開発・人材育成分析にかかるボランティア（JOCV/SV） 
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第２ 提案法人、製品・技術 

１．提案法人の概要 

（１）企業情報 

法人名：吉野製材工業協同組合 

  法人の業種：①製造業 ②卸売業 

  代表者役職氏名：代表理事 中西 利彦 

  本社所在地：奈良県吉野郡吉野町大字丹治 11番地 

  設立年月日：1950 年 1 月 7日  資本金：1,980 万円 

  従業員数：12 名 組合員数 33 名（令和 4年 11月現在） 

  直近の年商：2021年 896,730（千円）   2022 年 940,611（千円） 

【目的】 

強度に優り、節が無く、元末同寸でまっすぐな木材が、樽材や建築材として最高品質とされ

るが、奈良県吉野地方は、その良材産出に適した気候風土に恵まれ、独自の植林と育林の技術

を持つ。このような吉野杉・吉野檜を、地元の同業者が協力し、優れた製材技術で建築材に加

工し販売する体制を目指し、1950 年、吉野製材工業協同組合が設立された。 

【現状】 

その後の建築ラッシュは需要の爆発的拡大をもたらし、組合員も増員。最盛期にはその数

100 件を超え、多様な需要に応えるべく集成材の生産に軸足を移す事業所も現れた。しかし、

時代の流れと共に次第に木造建築が減少。また、安価な外材に市場を奪われるなどして、現在

は組合員数も 33件となり、市場確保に苦戦を強いられながらも、伝統ある技術の継承と地場産

業復興の道を探っている。 

 

（２）海外ビジネス展開の位置づけ 

（経営方針における海外ビジネス展開の位置付け） 

· 国内の製材売上及び収益の減少が続く昨今、国外に市場を獲得することが喫緊の課題である。

吉野林業は 500 年の歴史を持つ中、新たな製材活用の価値を国外に提供していかなければ吉野

製材の生産規模が縮小する危機が生じている。 

（海外ビジネス展開の目的） 

· 近年の吉野製材の売上及び収益の減少から製材業の廃業が年々増加している。今後も吉野製材

技術を伝承するためにも、新たな市場を獲得する必要がある。近年、経済発展が著しいベトナ

ム国の富裕層を対象に販売することを目指す。 

（海外ビジネス展開の方針） 

· ビジネス展開による収益性は、下記 3つの販売活動を基に確保し、吉野無垢材が海外で評価さ

れ、販売収益を得る経営モデルの構築を目指す。吉野無垢材の牽引により日本の木材が世界で

販売され、日本林業及び製材業の業績回復へ繋がることが期待される。 

① 吉野材化粧貼集成材をベトナムの施工会社に販売する。（周知フェーズ） 

設計会社や施工会社に営業活動を行い、飲食店舗や商業施設に導入される事で、安価な吉
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野材化粧貼集成材を広く普及させる。吉野材の良さを知っていただくための初期段階の周

知フェーズ。 

② 単板（薄くスライスした吉野杉や檜）を現地製造企業に販売する。（各種活用フェーズ） 

吉野材の木目や香りの良さが評価された場合、ベトナム企業のオリジナル商品へ吉野材単

板が活用されるフェーズ。例えば、家具製造企業等（DONGGIA INTERIOR ARCHITECTURE 

JOINT STOCK COMPANY）に吉野材単板が活用される。 

③ 吉野無垢材（100％吉野材）を施工会社に販売する。（普及フェーズ） 

吉野材が①の飲食店舗や商業施設、②の家具等の活用を経て消費者等に吉野材が他の木材

より良いと評価されて購入層が増加する普及フェーズ。本物志向の購入者が増加する。 

 

２．提案製品・技術の概要 

（１）提案製品・技術の概要 

提案製品の「吉野材化粧貼集成材」は、強度に優り、節が無く元末同寸で真っ直ぐな高級木材

である吉野杉や檜を薄くスライスしゴムの木集成材に貼り付けた建材である。この建材は、住宅

内装材活用以外に家具生産にも使用できる。吉野製材工業協同組合では多数の製材製品を扱って

いるが、その中でも「吉野材化粧貼集成材」をベトナム国にて普及させる製品として選択した理

由は次の３つである。 

① 奈良県の試験結果から奈良県産杉には防虫効果（ダニ）や大腸菌の増殖、カビの生育を抑制

する特性がある。また、ウィルスの不活性化8や紫外線の軽減9にも効果がある。 

② 吉野材を薄くスライスするため原材料費が安く済む。また、吉野の木材は大量伐採しないた

め資源の有効活用が可能である。 

③ ベトナム現地では、ゴムの木集成材の技術により木材を貼り付ける能力は長けている。現地

のゴムの木集成材に薄くスライスした吉野材を貼り付ける技術であれば、基礎技術は所有し

ているため吉野製材工

業協同組合の技術提供

を受ければ製品製造ま

でに時間を有さない。

貼り付ける技術は、現

地の家具製造企業が技

術を所有しているが、

製品を高度化するため

にも「貼り付ける技

術」をトレーニングす

ることが重要である。 

  

 
8 ウィルスの不活性化試験は、奈良県がインフルエンザウイルスＡ型と、木粉または鉄粉やポリプロピレンの粉を接触させた後、

ウイルスの感染力を測定。 
9 紫外線の軽減試験は、板材に光をあてて反射量を測定。 

短期的販売戦略 ⻑期的販売戦略

③吉野材無垢材（100％吉野
材）を施工会社に販売する。

2023年〜2026年 2027年〜2030年

（概要）
①は、施工会社に積極的に営業するため実現可能性は高い。②は、現地製造企業に販売するため、吉野材化粧貼集成材
がベトナム市場にニーズが判明しないと単板の購入者はいない。③は、吉野材でも高級製材の吉野無垢材のため、ベト
ナム市場に吉野材が浸透しないと購入者がいないため長期的販売戦略に位置付けする。 
短期的には、Peacock社先導で市場攻略し、長期的にはハノイ土木大学の卒業生や協会等を戦略的攻略で販売事業化を図
る

Peacock社
（販売代理店）

ハノイ土木大学
（卒業生や協会の活用）

①吉野材化貼張集成材を施工会社に販売する。

②単板（薄くスライスした吉野杉や檜）を現地製
造企業に販売する。

図１ 短期及び長期販売戦略 
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（２）ターゲット市場 

（既存の国内外における市場） 

· 近年の日本は人口減少による住宅着工率が減少している。また、最近の住宅は木材（製材）の

使用量が減少している。この２点から日本市場の木材使用は減少しており、市場は縮小してい

る。他方、吉野材は、密集植林により他産地の木より生育が遅く、木目が真っ直ぐで年輪が細

かい高級木材として販売されている。 

· ベトナム国は、人口増加と外資投資による経済成長が著しく、高層マンションの建設ラッシュ

や大規模リゾート開発（ファンティエト地区等）が進んでいる。ベトナム国内の木材は、ゴム

の木やアカシアの小径木が中心のため、外材の利用が進んでいる。 

（市場の動向、同市場における提案製品・技術の位置づけ、シェア等） 

ベトナム市場は、コンクリートやタイルの内装材以外に木目加工したプラスチック素材が流通

している。屋外にも利用されており、濃色の木目を好む傾向がある。 

· 木目プリントのタイルや木目加工のプラスチック素材がリゾート地に利用されている傾向があ

り、徐々に木目がベトナム市場に浸透している。 

· 今後は、ベトナムで流通している濃色木目に対して、吉野材の淡色木目が高級材として理解さ

せることが重要である。 

【現地ニーズ】 

濃色木目のマーブル模様 

（左） 

丸太を桂剥きにした表面材は、マーブル 

模様になる。 

    （右） 

    桂剥きにした表面材を集成材に貼り付け 

    家具に利用している。 

                        写真１ ベトナム人の木目嗜好 

図２ 吉野材化粧貼集成材の製造⼯程とビンフォック省の想定する成果

裏

表

吉野材単板を現地集成材に貼付けた

新商品

「吉野材化粧貼集成材」

現地で貼り付け

ゴムの木やアカシヤの集成材

スライスした吉野杉・檜

スライスした吉野杉・檜は

吉野製材工業協同組合の既存技術

ゴミの木やアカシヤ集成材の技術は、

ベトナム木工製造企業の既存技術

スライスした吉野杉・檜をゴ

ムの木やアカシヤの集成材に

貼る技術は既存の集成材技術

があるため、組合が教育指導

することで習得が可能

吉野材化粧貼集成材を作るには

作業員の木工技術能力の向上が必要

木工作業員の技術力が製品の品質向上につながり

企業を成長させる

つまり

「産業競争力強化」となる

  

桂剥き（マーブル模様） 桂剥きを利用した家具 
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３．提案製品・技術の現地適合性 

（１）現地適合性確認方法 

① デザイン設計事務所へ「吉野材化粧貼集成材」を持参して、マンションや店舗等へ導入可能

かヒアリングした。 

② 建築系大学（ハノイ土木大学）を訪問し、マンションや店舗等への導入トレンドについて協

議した。 

③ 高級家具店や日本庭園企業を訪問し、富裕層を対象とした吉野材導入の可能性についてヒア

リングした。 

④ ビンフォック省の木工企業を訪問し、各々の技術力を認め補完できる体制が可能かヒアリン

グした。 

「吉野材化粧貼集成材」は、ベトナムで同様な商品（化粧貼集成材）を製造している企業が少な

いため、本事業はベトナム木工市場において差別化が可能と言える。現地住宅内装材で一般的に利

用している従来の壁材であるコンクリート材と比較する。 

 ビンズオン省で単板の貼付装置を所有している企業から得た情報から、①ゴムの木集成材と②現

地加工費（単板をゴムの木集成材貼付加工費）を合算すると 1,473 円/m2（原価）となる。吉野材の

単板が 2,666 円/m2（原価）のため、合計 4,139 円/m2（原価）となる。ベトナム従来建築のコンク

リート壁が 5,959 円/m2（原価）で、比較すると「吉野材化粧貼集成材」の方が約３割、価格的に有

利である。「吉野材化粧貼集成材」を日本で製作すると 7,800円/m2であるのに対し、ベトナムで製

造すると 4,139 円/m2と、約半分のコストで製造できるため、ベトナムでの製造メリットがあるこ

とが判明した。 

よって、日本で製造し、輸出する場合は価格的有利性は低いが、単板の加工をベトナムで実施した

場合は、「吉野材化粧貼集成材」のコストをさらに削減して製造することが可能である。 

 

表 3 吉野材化粧貼集成材のベトナム製造単価及びコンクリート材の比較 

壁材の種類 価格 長所 短所 

コンクリート壁10 

 

 

１m２の未焼成煉瓦 

１m２の焼成煉瓦 

１m２の軽量煉瓦 

① 材料費11 

生コン 5,959 円/m2 

② 施工費（参考） 

332,606VND/m2 (2,059 円/m2) 

326,405VND/m2 (2,020 円/m2) 

306,538VND/m2 （ 1,897 円

/m2） 

資材費合計 ① 5,959円/m2 

・掃除が簡単。 

・気候が暑いため、涼

しい。 

・施工に慣れているた

め簡単。 

・壊れ難く、長持ちす

る。 

・湿気と暑さ、換気の

悪さからカビが発生す

る。 

・転んだ際に怪我をす

る。 

・交換が困難である。 

吉野材化粧貼集成材

（壁材、床材） 

日本国内製造の場合 

7,800円/m2 

(2m×0.12m/枚) 

施工費別途（原価） 

・湿気を吸収するた

め、防カビ効果。 

・温かみと高級感があ

る。 

・損傷部分の交換可

能。 

・ベトナムでの実績が

少ない。室内に木材を

活用する慣習がない。 

・木質なので壊れやす

い。 

 
10 NATIONAL UNIVERSITY OF CIVIL ENGINEERING の資料添付（添付資料 2） 
11 「アジア太平洋建設コストハンドブック」第 5 版の資料添付（添付資料 3） 
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吉野材化粧貼集成材

（壁材、床材） 

ベトナム製造の場合
12 

 

① ゴムの木集成 

(15×1220×2440) 

560,000VND/枚 

188,121VND/m2 （ 1,164 円

/m2） 

② 現地加工費 

50,000VND/m2 （ 309 円

/m2） 

③ 単板（吉野材） 

2,666円/m2（消費税込） 

(2m×0.12m/枚) 吉野材含む

（原価） 

資材合計 ①＋②＋③ 

 4,139円/m2 

表面から見ればほぼ日

本製と同様。 

・ベトナムでの実績が

少ない。室内に木材を

活用する慣習がない。 

・木質なので壊れやす

い。 

 

 

（２）現地適合性確認結果（技術面） 

今回の調査で以下の内容が確認できた。 

 

表 4 現地適合調査（製造現場調査） 

会社名 吉野材化粧貼集成材製造に関する連携可能性 

PHUC  THINH  JOINT  

STOCK  CO. 

（住所） 

ビンフォック省 

· PHUC  THINH社は、ビンフォック省に依頼して、紹介を受けた企業

である。ゴムの木で集成材を作って販売している企業。従業員は

多いが、貼り付け装置は所有していない。 

· PHUC  THINH社からは、貼り付け装置を導入しても良いと返事をい

ただいているが、貼り付け装置を使用する業務（装置の稼働率を

向上させる）を増加させることが条件と言われている。 

· PHUC  THINH社は、先進国から下請け的業務を受けており、営業活

動や提案業務は、苦手なことが調査から判明した。 

（連携可能性） × 

· ゴムの木集成材を大規模で製造しているが貼り付け装置は所有し

ていない。また、営業活動や提案業務は苦手であり。連携先とし

ては不十分である。 

 

CONG TY TNHH SX – TM 

（住所） 

ビンフォック省 

· CONG TY TNHH SX – TM社は、かつては貼り付け装置を所有して家

具製造していた。しかしコロナの影響で先進国からの家具製造依

頼が無くなり、貼り付け装置を売却した。 

· 現在は、アメリカから内装材の一部製造を受注している。アメリ

カからの受注に関しては、現地からのエンジニア派遣以外に、製

造装置もアメリカ側が負担している。 

· CONG TY TNHH SX – TM社は、貼り付け装置の導入は、装置稼働の

業務提供が条件であった。 

（連携可能性） × 

· アメリカの企業より内装部材製造を受託している。内装部材製造

に必要な機材提供も受けている。下請け気質の企業のため連携先

としては不十分である。 

 

 
12 DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED の見積書添付（添付資料 4） 
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GREEN SKY ONE MEMBER 

COMPANY LIMITED 

（住所） 

ビンフォック省 

· ビンフォック省で家具製造している企業で、貼り付け装置を所有

している可能性が非常に高いと考え、自宅兼事務所で面会した

が、貼り付け装置は所有していない。 

（連携可能性） × 

· 貼り付け装置を所有していないため、連携はできない。 

 

TAN VIET HAN 

CONSTRUCTION 

（住所） 

ビンフォック省 

· ゴムの木の集成材を作っている。大きさはコンパネ基本サイズ

（高さ 1,800mm×幅 900mm）で、厚さは自由に調整できる内容であ

った。製品の完成度は高く、この集成材に吉野材を貼り付けれ

ば、「吉野材化粧貼集成材」ができる。 

（連携可能性） ▲ 

· ゴムの木集成材を生産している企業で、集成材の大きさは自由に

変更できる。品質も良いが、貼り付け装置を所有していない。ゴ

ムの木集成材の購入先としてであれば連携先の候補になる。 

 

Tan Thanh Co ., LTD 

（住所） 

ハノイ 

· ハノイ郊外で化粧貼集成材を販売している工場があるとの情報で

現場確認するため視察した。外材を購入しスライス後、合板の上

に貼る企業であった。単板は、木目に合わせたスライス以外に桂

剥きして合板に貼り付ける工場で、化粧貼集成材を販売してい

る。 

（連携可能性） ○ 

· 既に外材を輸入し表面材に利用している企業。吉野材の丸太や粗

材でビジネスするなら連携の可能性はある。しかし、収益性が少

ないため、連携は慎重に対応すべき。 

· 合板も所有しているため、粗材や丸太で送り、OEMとして加工依頼

すれば連携可能性が高い。 

 

DUC PHAT VENEER 

MANUFACTURING & 

TRADING COMPANY 

LIMITED 

（住所） 

ビンズオン省 

· 施設は古いが合板に単板を貼り付けている工場。主に家具製造企

業に販売している。 

· 施設見学時に持参した吉野材単板を現地合板に張り付けした。単

板を裏表を逆に張り付けたり、仕上げが雑ではあるが、教育すれ

ば品質向上の可能性があると判断した。 

· 見積を依頼し、3日以内に届いた。他の訪問先と比較してビジネス

マインドを所有している。 

（連携可能性） ○ 

· ビンズオン省で合板やゴムの木集成材に単板を貼り付ける企業。

その他、家具製造もしている。見積書の提出有り、視察の際に吉

野の単板を貼り付けたが上手くできていた。 

 

TRUNG NGUYEN WOOD 

TECHNOLOGY COMPANY 

LIMITED 

（住所） 

ビンズオン省 

· 貼り付け装置を見学したが、家内工業に近い工場で、下請けで貼

り付けしている工場のイメージであった。 

· 見積もり依頼をしたが催促しても届かない状況が続いている。 

（連携可能性） ▲ 

· ビンズオン省で合板に単板を貼り付けしている企業。前段の DUC

社と比較すると家内工業に近い。見積もり依頼したが未提出。 
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写真 2 ベトナム貼り付け装置の紹介 

 

（結果） 

· ハノイ郊外の Tan Thanh Co ., LTD で化粧貼集成材を製造していた。ベトナムには化粧貼集成

材が存在していた。木目が綺麗に表現されているスライス手法やマーブル模様が綺麗な丸太を

桂剥きして合板に貼り付けていた。しかし、表面材はアメリカやラオス、カンボジア等から輸

入し、それを加工しており、家具や建材として使用されている。よって、ゴムの木集成材や合

板に綺麗な表面材を貼り付ける建材、家具部材はベトナム市場が存在している。吉野材の特徴

である淡い桜色の木目は、吉野オリジナルで外材では少ないため、淡い桜色の木目で差別化で

きるかが今後、重要な要点となる。 

· 現地では、木材の木肌は高級感があると日本式装飾を理解している設計事務所やデザイン事務

所があり、木材のニーズはあると今回の調査で判明した。しかし、現地でゴムの木等を利用し

た集成材に吉野杉や檜を貼り付ける企業がビンフォック省には現時点では無いため、ホーチミ

ンとビンフォック省の間にあるビンズオン省の企業にて、ゴムの木集成材に単板（吉野杉や檜

を薄くスライスした資材）を貼り付けた場合の原価計算結果を基準として、本調査終了後も連

携企業の可能性を更に模索する事とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表面）                 （裏） 

写真 3 ベトナム製造した吉野材化粧貼集成材 

 

Tan Thanh Co ., LTD

の貼り付け装置 

DUC PHAT VENEER 

MANUFACTURING & 

TRADING COMPANY 

LIMITED の 

貼り付け装置 
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· 当初は、ビンフォック省内で、ゴムの木集成材と吉野材単板の貼り付け作業まで一貫してでき

る予定であったが、ビンフォック省内に貼り付け装置を所有する企業が無いことから、ビンズ

オン省で貼り付け工程が増えるため、ビンフォック省からビンズオン省までの輸送費を含め高

額になる予想。 

· ビンフォック省の木工企業は、海外から木工業務を受注しているが、営業活動は苦手なことが

判明。現状のままでは、下請け業務の拠り所が続く傾向がある。また、ビンフォック省の木工

製造企業は集成材や各種部材を製造している。お互いの木工技術力を尊重し、技術力を補完し

合う組織形成が可能かヒアリングした結果、現段階では企業間の協調ができない状況。 

· 今回の調査を経て、DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED 社とは貼り

付け部分の連携可能性が確認できたものの、パートナー企業として現段階では確定できない。

まだ、１社しか貼り付け可能な企業と交渉していないため、他社と比較した価格や技術、将来

性等の総合評価ができていないことが理由である。しかし、ビジネスは進行しているため、本

調査終了後は、同社と貼り付け部分を連携する場合と、連携可能な企業の更なる調査を同時進

行で実施する。 

（DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED社と貼り付け部分を連携する

場合） 

① 貼り付け作業を依頼してサンプルを作成し、仕上がりの確認をする。 

② 吉野材化粧貼集成材の発注があった場合、貼り付け作業を依頼する。 

③ 吉野製材工業協同組合と DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED 社

と秘密保持契約を締結する。 

④ DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED 社の人材育成は、短期的に

は、現地（ベトナム）で仕上がりの指導を実施する。長期的には、特定技能外国人材制度

を活用して吉野製材工業協同組合で技術指導を実施する。 

（連携可能な企業の確認条件） 

① 会社内容（売上や事業将来性、負債等）を確認し、当面存続できる企業であること。自社

の研究開発等として吉野材を前向きな活用や提案ができること。 

② 納期や発注内容を守れる企業であること。 

③ 現地ベトナム等で吉野材を提案できる営業活動や顧客を持っていること。 

（貼り付け部分の連携可能な企業の更なる調査） 

本調査終了後、下記について更なる調査を実施する予定である。 

① Tan Thanh Co.,LTD（ハノイ） 

→現地調査した際は、紹介を受けて訪問した状況で、会社代表と未協議のため、連携可能

か再度調査する必要がある。機材は各種揃っており、応用が可能なことは確認した。 

② 株式会社中村（ハノイにて割り箸を製造し日本に輸入している企業） 

→株式会社中村は中西理事長が信頼できる企業の１つ。現地の貼り付け企業の紹介を受け

て確認をしたい。 

③ ハノイ土木大学と協議し連携可能な企業を調査する 

→ハノイ土木大学の情報から貼り付け企業で連携可能な企業を調査する。 
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（３）現地適合性確認方法(現地ニーズ面) 

· 今回の調査で判明したことは、次のとおりである。 

表 5 現地適合性調査（設計・工務店及びデベロッパー調査） 

会社名 吉野材への関心や導入可能性 

PEACOCK INTERIOR 

DESIGN AND 

CONSTRUCTION CO., 

LTD 

· 代表は Ms. NGUYEN TUONY LLY氏。これまで韓国から依頼された設

計デザインに木を利用したことがある。店舗建設のほか、都市計

画にも参加している。デザイン設計と施工している企業。 

· 吉野杉、吉野檜が日本ではどのように使用されているか知りた

い。最近のベトナムでは、素材そのものがプラスチック素材が人

気で外装に利用している。 

· PEACOCK社としては、香りの良い吉野の木を利用したい意向があっ

た。吉野材を利用するデザインを検討している。 

· ベトナムでも内装材のサンプルを扱っている企業があり、そこか

ら選択して内装材に利用している。（AN CUONGという会社） 

· ベトナム海岸沿いに都市開発する地域があり、そこに吉野材を利

用したモデルハウスを建てることで別荘購入者やリゾート開発者

に P Rする場を提案された。実際にピーコック社がリゾート開発

しているファンティエト地区に赴き、現場確認した。リゾート地

には集合住宅ではなく、１戸建内装無しを販売していた。価格帯

は、5,000万円〜8,000 万円と場所により価格は異なるが高額住宅

である。内装金額は、1,000万円程度であった。 

· 内装工事は、デベロッパーや広告を利用していない。主に友達等

の紹介から発注を受けることが多い。 

（連携可能性） ◎ 

· 東京都中小企業振興公社からアポイントが取れた企業。店舗デザ

インや都市計画やリゾート開発をしている。 

· 吉野材化粧貼集成材の販売価格と品質を伝えて、デザイン設計に

入れる。まずは、吉野材化粧貼集成材をベトナム人へ周知する足

がかりとして活動が可能と判断している。 

 

SAIGON BEAUTIFUL 

HOUSE CONSTRUCTION 

DESIGN CO., LTD 

· 個人住宅のデザイン施工のほか、家具製造をしている企業。吉野

材に興味がある。 

· 吉野材の実物サンプルを用いてその特徴を説明した。また、用途

を紹介し、匂いが良いことを説明した。吉野材のベトナム側代理

店となりたいとの要望が出た。 

（連携可能性） × 

· 具体的な案件提示も無いため、吉野材ベトナム側代理店としては

相応しなくない。 

 

T .S.I HCM Co.,LTD · T .S.I HCM Co.,LTDは日系企業で、日本企業がベトナムに進出し

た際のビル内装工事を受けており、ホーチミンにある日系企業の

95％のシェアを占めている。本社がタイにあり、東南アジアを中

心に営業している企業。タイやベトナム以外にカンボジアやミャ

ンマーにも支店はある。 

· 吉野材の特徴や用途を説明した。ビルの内装が事業内容であるた

めフローリングへの活用は困難だが、エントランスなどの装飾部

材としての利用は可能。 

（連携可能性） × 
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· 日系企業でビル内装をしている企業であるが、製材品を使う箇所

は少ない。 

 

TAKAHIRO CORPORATION · 建築事務所の Takashi Niwa Architects の紹介により、「北海

道・幸」を運営している代表の Steven氏に説明する機会を得た。

「北海道・幸」はベトナムの日本食レストランであり、和風の建

築で内装にまで日本風の拘りがある。現在「北海道・幸」新店舗

建設計画があり、その内装として吉野材の無垢材活用を、吉野製

材工業協同組合の中西理事長から提案し、Steven 氏は、これを了

承し、現在進行中である。 

（連携可能性） ○ 

· 「北海道・幸」のオーナーに面会し、吉野材のプレゼンができ

た。ベトナムで飲食店等の設計を手がけている Takashi Niwa 

Architectsの紹介であるため、直接の連携は難しい。 

 

DONGGIA INTERIOR 

ARCHITECTURE JOINT 

STOCK COMPANY 

· アメリカのウォールナット材を輸入して高級家具を製造している

企業。吉野材を輸入して高級家具を作ることを検討している。 

· DONGGIA社は、ベトナム富裕層を対象に家具を販売している。面会

した日も丁度アメリカ在住のベトナム人が家具購入に来ていた。 

· DONGGIA社は富裕層をターゲットにしたハイブランド家具を扱って

おり、吉野製材工業協同組合が目指す吉野材ブランドと方向性が

同じであり、意見が一致した。 

· アメリカ産ウォールナット材の家具デザイン、製造、販売を一環

して行っている企業で訪問は２回。2回目の訪問では、吉野材を活

用した家具の製造販売連携の可能性を探る。（アメリカ産ウォール

ナット材の一部でも吉野材に変更可能か） 

· 家具製造機材の関係からウォールナット材から吉野材へすぐに変

更することは難しい。また、デザイン面でも針葉樹にあるような

直線的な木目よりもウォールナット材など広葉樹が持つの曲線的

で変化に富む木目を好む購入者が多い。（桂剥き手法で吉野材にも

可能性がある。） 

（連携可能性） ▲ 

· 家具の部材として吉野材利用の可能性があると訪問を続けていた

が、ウォールナット材から吉野材へすぐに変更するのは家具製造

機械の設定変更もあり、難しい。しかし、ベトナム人の嗜好性等

を確認する上で、家具販売現場での消費者購買動向を確認するこ

とが重要と感じた。 

 

LANDSCAPE 

ARCHITECTURE AND 

CONSTRUCTION 

CONSULTING COMPANY 

LIMITED 

· リゾート開発や家具製造をしている企業。吉野材に興味がある。 

· 店舗開発に吉野材を提案することも可能。 

· ベトナム人対象の日本料理店の店舗デザインをしている企業（NH 

VILLAGE）を紹介された。 

（連携可能性） ▲ 

· 吉野材化粧貼集成材の販売価格が決まり次第、営業活動を行う。

品質と価格を明確にすれば、店舗開発に活用できる可能性があ

る。しかし、連携できるパートナー企業ではない。 

 

NH VILLAGE · NH VILLAGE社は、ベトナム人経営の日本料理店のデザイン設計を

している。また、代表の Ms. Nguyen Phuong Hieuは、東京大学大

学院卒業で日本滞在経験もあり、日本文化に詳しい。 



 

 

 

29 

· Hieu代表は、SDGs活動に熱心で、利用する木材が SDGs に寄与し

ていることも重要事項である。吉野材は、計画的な植林伐採を繰

り返す人工林から産出されており更に、端材も活用するなど、

SDGsの考え方に合っている。 

· 帰国後、Hieu 代表から吉野製材工業協同組合宛に、茶室に利用す

る吉野材の見積もり依頼があった。 

· その後別途テーブル材の見積もあり、3回目渡航にて訪問した。施

主からのリクエストによる急な設計変更も多く、迅速な対応がで

きるように吉野材をベトナムにストックすることを提案された。 

（連携可能性） ◎ 

· 実際に見積書依頼もあり、真剣に吉野材導入を検討している企

業。ここにも吉野材化粧貼集成材の販売価格や規格を明確にして

導入に向けた相談が重要である。 

 

Trieu Dien Group 

Joint Stock Company 

· DONGGIA INTERIOR ARCHITECTURE JOINT STOCK COMPANY の紹介で、

日本式の庭園をベトナム人に販売している代表を紹介していただ

いた。日本式庭園のため吉野材も一緒に提案ができる可能性があ

り、訪問した。 

· 代表 Chu Tich は、ベトナムの富裕層を対象としたビジネスを展開

しており、植木の販売もしている。１本 1,000万円以上する植木

も多く扱っており、ベトナム人の富裕層は気に入れば高額であっ

ても購入することが判明した。 

（連携可能性） ▲ 

· 富裕層対象に販売するには、人脈が必要。すぐに連携することは

難しい。 

 

NAM ANH TEC CO.LTD · ベトナムのデベロッパーや建設業対象に資材の販売をしている、

建設資材の商社（NAM ANH TEC CO.LTD）を訪問した。ベトナムの

ゼネコンに吉野材販売の可能性を調査することが目的であった。 

· ベトナムはコンクリートの家が多いが、富裕層は環境を考えて木

を使うことが多くなっていることから、吉野材にもチャンスはあ

るため香りが良い吉野材で違いを PRする。 

· NAM ANH TEC CO.LTDとの連携判断には、ベトナム国内に吉野材の

ニーズがあるかを市場調査する必要がある。吉野材のメリット情

報提供が必要。健康志向や環境重視の消費者にはニーズがある情

報であった。 

（連携可能性） ○ 

· デベロッパー対象に吉野材を販売するには、NAM ANH TEC CO.LTD

と連携する必要がある。吉野材化粧貼集成材の価格やスペックを

案内することで具体的にデベロッパー対象の営業活動が可能とな

る。 

 

 

（結果） 

· ベトナムの室内や屋外はコンクリート材を活用した施工が主体で人気があると仮説を立ててい

たが、現状では木材を利用した施工が増加している。また、屋外には、木目加工を施した資材

を利用している。ベトナム住宅着工数は、2019年の 907,000戸に対し、2024 年には 1,015,000
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戸に増加している。13過去 10年間の民間建設工事の成長率は年平均 12％である。また、2021年

時点で、民間建設工事の市場規模は 140 億 USDになると推定されている。また、2015 年のベト

ナムにおける民間建設工事の市場規模は約 68億 USDであったので、2021年までに市場規模は 2

倍以上になっている。14 

ホーチミンの建設コスト 

中級の高層住宅の場合：20,300,000 VND ～ 25,600,000 VND/m2 

高級な高層住宅の場合：24,300,000 VND ～ 28,800,000 VND/m2 

中級高層住宅 25,600,000 VND/m2 で計算（153,600 円（0.006 円/VNDで計算））すると、都

市部の住戸面積は 30〜70m215のため平均 50m2 で算出する場合、建設コストは、768 万円となる。

なお、この建設コストには、内装工事は含まれていない。 

· ベトナム国内の建築デザイン設計をしている Takashi Niwa Architectsは、現在、設計して

いる「北海道・幸」の店舗に吉野材の導入が実現できれば、消費者に吉野材を紹介する機会に

もなり一般住宅への導入可能性が高まる。 

· 市場調査の結果、日本に興味のある設計事務所では、吉野杉や檜の利用を検討できた。しか

し、杉や檜を屋内でどのように利用しているかベトナム人には理解できていないことが木材の

普及しない原因と判明した。 

· まずは、日本文化や日本建築が好きなベトナム人の設計士やデザイン事務所、店舗オーナーに

提案することが重要である。 

ベトナムでは、施主自らが、設計・建築・内装工事など、それぞれの専門企業や資材等を選

択、管理するのが一般的であることから、アパート・マンションをはじめ集合住宅において、

1 棟丸ごと同一仕様にすることで大量に建設資材を供給することは無い。しかし、ホテルや宿

泊施設であれば、同一仕様で大量に供給出来ることから「吉野材化粧貼集成材」導入の可能性

がある。 

ホーチミンでは、外国人訪問者の増加により、外資系ホテルの進出が増加している。ホー

チミン市の 2019 年第 1 四半期外国人訪問者数は約 225 万人と、全国の約 450 万人の半分を占

め、観光収入は約 39 兆 8,700 億 VND（約 1,913 億 7,600 万円、1VND＝約 0.0048 円）に上る。

特に同市 1 区は、ビジネス街や観光スポットが集中して交通アクセスも良いため、日系をはじ

め複数の外資系ホテルの建設および開業されている。16 

江戸屋ホテル Dong khoi 本店 2022 年 11月 

江戸屋ホテル Phu My Hung 2023年 4月 

相鉄グランドフレッササイゴン 2023年 7月開業 

· ホーチミンのデザイン設計事務所の PEACOCK INTERIOR DESIGN AND CONSTRUCTION CO., LTD の

Ms. NGUYEN TUONY LLY 氏が吉野材の木目や色味など、その特性を気に入り吉野材化粧貼集成材

を設計に取り入れたいとの提案があった。これによりベトナムに吉野材のニーズがあると確認

できた。3回目の調査で吉野材化粧貼集成材の原価も判明したため、販売価格を提示する。 

 
13 IHS Markit 2022 年 4 月 
14 VietBiz ベトナム建設市場の最新動向と将来予測 
15 ベトナム国住宅セクター基礎情報収集・確認調査 ファイナルレポート（平成 26 年 2 月） JICA 
16 JETRO ビジネス短信（2019 年 5 月 2 日）ホーチミン、日系はじめ外資系ホテルの進出ラッシュ 
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· 吉野製材工業協同組合の技術を活用し付加価値のある「吉野材化粧貼集成材」を現地企業と共

同開発する。共同開発する現地企業は、信頼できる企業から優先的に選定する。なお、ベトナ

ム現地生産・販売を通して具体的な技術とノウハウの取得を希望するビンフォック省木工製造

企業及び労働者に提供することで、提起した開発課題の解決を目指す。しかし、現在のところ、

単板（吉野材）と現地ゴムの木集成材を貼り付ける装置をビンフォック省内の木工企業が所有

していないことから、現地企業と共同開発を進めるには、現地企業が貼り付装置を購入するこ

とが条件となる。これができない場合は、ビンフォック省に拘らず、ハノイ近郊やホーチミン

近郊で協業できる企業や地域を探す。ビンズオン省で DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & 

TRADING COMPANY LIMITED 社が貼付け装置を所有しており、現地確認の結果「吉野材化粧貼集

成材」が生産できる環境が整備されていることが調査できた。吉野製材工業協同組合としては、

「吉野材化粧貼集成材」を現地生産する貼付け施設の DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & 

TRADING COMPANY LIMITED 社以外と比較する必要があるため、今回の調査で情報収集できた企

業を本調査後、現地確認する。 

条件は、①ゴムの木等の集成材や合板が安く手に入ること。②貼り付け装置及び、貼り付け

技術を所有していること。また、③今後連携を進めるにあたり、機材の整備状況や安定した経

営状況を確認する。調査終盤にてハノイ近郊で稼働している吉野材を活用した割り箸工場の株

式会社中村（代表取締役中村幸正）から貼り付ける装置を所有している企業は沢山あるとの情

報を入手した為、基礎調査終了後に現地確認する計画がある。 

もし、ビンフォック省の木工企業が表面材を貼り付ける装置を購入した場合、又は日本側が

機材を投資した場合、吉野町木工技術を継承する場所は、吉野町が木工製造技術協力について

技術提携締結書に調印済みのビンフォック省教職短期大学とする。なお、現地ビンフォック省

での技術指導以外に外国人技能実習制度を活用し吉野製材工業協同組合で技術指導を行い、化

粧貼りの貼り付け技術を習得してもらう。外国人技能実習制度を終了し帰国後は、ビンフォッ

ク省内木工企業で就職することにより、吉野製材工業協同組合で習得した技術を活かすこと

で、地域内における木工技術の持続的発展が可能となる。 

 

  （４）現地公的機関における調査結果 

表 6 現地公的機関調査（連携可能性調査） 

会社名 協力体制と想定する成果 

ビンフォック省 投資

計画庁 

· ビンフォック省担当部署としては、吉野町の木材技術をビンフォ

ック省内の木工企業に普及する活動に同意している。 

· 貼り付け装置を所有しているビンフォック省内の木工企業の紹介

を依頼。 

· ビンフォック省内の木工製造企業には、単板を貼り付ける装置を

所有している企業はいなかった。ビンフォック省側は、省内の木

工製造企業に「吉野材化粧貼集成材」を作るために、貼り付け装

置を購入できないか問い合わせする。 

· ビンフォック省内の木工製造企業に吉野製材技術に興味がある企

業（これまで紹介された以外の企業） 

· 新たな業務獲得のための営業活動が苦手なことが理解できた。 

（協力体制と想定する成果） ○ 
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· 吉野町とビンフォック省短期大学が連携協定を締結済みのため、

協力体制は構築できているが、ビンフォック省内の木工企業に貼

り付け装置が無いため、ビンフォック省内で吉野材化粧貼集成材

が完成できない。仮にビンフォック省内で吉野材化粧貼集成材を

完成させる場合、日本から機材を投資するほかない。 

 

ビンフォック省 短期

大学 

· ビンフォック省内企業に木工技術を向上させるには、大学の施設

や技術指導等の役割は大きい。吉野製材工業協同組合と連携する

ことで木工技術の指導は可能となる。 

· JICA予算は制度が変更になり、貼り付け装置を大学内に設置する

ことが難しいことを説明する。しかし、大学に貼り付け装置を導

入するのは、ビンフォック省予算不足から困難であると説明を受

ける。 

· ビンフォック省の学生やワーカーを対象にワークショップを開く

ことは可能。敷地内の教室等の利用は可能。 

（協力体制と想定する成果） ◎ 

· 吉野町とビンフォック省短期大学が連携協定を締結済みのため、

協力体制は構築できている。また、ビンフォック省内の木工企業

ワーカーや大学内の学生対象に大学内で教育訓練を実施できる環

境はできている。また、貼り付け装置を大学内に設置することも

可能であると回答を得た。 

 

ビンフォック省 中小

企業組合 

· ビンフォック省内の中小企業組合に加盟している木工製造企業の

紹介を受けた。企業名は、「CONG TY TNHH SX – TM」であり、工場

で現場確認を実施した。 

（協力体制と想定する成果） × 

· 組合内に木工企業は、紹介を受けた CONG TY TNHH SX – TMのみ

で、ゴムの木集成材は生産しているが、表面材を貼り付ける装置

が無く、協力体制を組むことは難しい。 

 

ハノイ土木大学

（NATIONAL 

UNIVERSITY OF CIVIL 

ENGINEERING） 

· HOA PHONG E&C INVESTMENT AND DEVELOPMENT JSC の代表 NGUYEN 

QUYNH TRANG氏の紹介でハノイ土木大学の副学長 HOANG TUNG 氏に

面会できた。ベトナムでの吉野材を販売に関する聞き取りで、卒

業生や各種協会など、大学が加盟している団体に吉野材を紹介す

ることは可能。様々な連携を検討したいと回答。 

· ベトナム国内の市場調査について、可能な限り協力すると意見を

いただいた。また、ハノイ土木大学資本の民間企業もあり、その

民間企業は大規模開発の設計もしているため、設計段階で吉野材

を売り込むことも可能。 

（協力体制と想定する成果） ◎ 

· 建築士業界及び卒業生を活用した PR活動やベトナム国内に「吉野

材化粧貼集成材」を導入するにあたり、各種戦略の相談が可能。

また、大学内にある企業をとおしてベトナム市場へ吉野材の導入

に可能性がある。 

 

 

（結論） 

「吉野材化粧貼集成材」を現地生産することにより、現地木工労働者の技術習得が可能となり、

地場産業の育成へと進んでいく。その後の展開として予測されるのが「産業の高度化」である。木
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工労働者各々の技術向上により雇用している木工企業は技の集積が可能となり、さらなる発展が期

待できる。 

 ビンフォック省や短期大学とは、連携出来ているがゴムの木集成材生産のみで単板の貼り付けは

無いため、吉野材化粧貼集成材の生産はできない。日本からの輸出または、ベトナム国内で販売し

ている貼り付け装置をビンフォック省に投資して現地（ビンフォック省）で生産するか判断が必

要。ビンフォック省への装置投資の条件は、大規模取引による安定した吉野材化粧貼集成材の受注

とビンフォック省の木工製造企業経営者による下請け気質からの脱却等が必要となる。背景として

は、ハノイ土木大学の卒業生や各種建築団体との接触が可能なことから大規模取引の可能性があ

る。 

ハノイ土木大学から以下の項目について、懸念事項があり「吉野材化粧貼集成材」の調査研究を

進める必要がある。 

· 提案商品の吉野材化粧貼集成材が技術的に貼り付けが剥がれない耐久性について未確認である

ほか、腐敗等の心配がある。 

· 腐敗に関しては、屋内での使用には問題は無い。日本の夏季は、ベトナムよりも高温多湿であ

ることから、ベトナムでの使用に問題は無い。17耐久性は、接着剤や貼り付けの際の圧力度数

で解決はできる。 

 

（５）現地適合性確認結果（制度面） 

（現地法規制、許認可等の面から、提案製品・技術が現地ニーズを満たすことができるか） 

建築物に吉野材化粧貼集成材を使用した場合に関係する法規制 

· 住宅及び建物の火災安全に関する国家技術規則 

この規則は、部屋、住宅、建設工事(以下、住宅)の一般的な火災安全要件を規定し、新規建設、

改修、修理、または機能変更のすべての段階で必須であり、住宅、部品、住宅部品、部屋、建設部

品、建築材料の火災の技術分類の規則である。 

特殊目的の家(爆発性物質および材料の製造者または管理者、石油および石油製品、天然ガス、

可燃性ガス、および可燃性物質の倉庫、有毒化学物質の製造業者または倉庫、防衛工事、地下鉄工

事の地下部分、鉱山、および同様の特性を持つ住宅)には適用されない。 

この規格の適用に加えて、家や建物の各項目に規定された他の規制のより具体的な防火要件にも

準拠する必要がある。この規格の要件に従って特定の規制がない場合、そのような基準が審査され

るまで、現在の規格で特定の規制を使用することが許可され、この規格の要件と火災予防に関する

ベトナムの規定、および活動における外国基準の適用に関する規制を確保する原則に基づいて、現

在の外国基準の使用を許可することができる。 

 

· アパートに関する国家技術規則18 

この規制は、住宅目的で建設されたアパートや混合用途のために建設されたアパートを含む、高さ

 
17 奈良県 奈良の木ブランド課 （平成 28 年度奈良の木で健康になる実証事業＆平成 29 年度 奈良の木で快適に暮らす実証事業）（添

付資料 5） 
18 建設省 国家基準及び技術規制研究ポータル（https://tcxd.xaydung.gov.vn/thong-tu-ban-hanh-quy-chuan-ky-thuat-quoc-gia-ve-

nha-chung-cu-qcvn-042021bxd-t71.html） 

https://tcxd.xaydung.gov.vn/thong-tu-ban-hanh-quy-chuan-ky-thuat-quoc-gia-ve-nha-chung-cu-qcvn-042021bxd-t71.html
https://tcxd.xaydung.gov.vn/thong-tu-ban-hanh-quy-chuan-ky-thuat-quoc-gia-ve-nha-chung-cu-qcvn-042021bxd-t71.html
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150m または最大 3 つの地下室のアパートを新築する際に適用される技術的要件を規定している。

150m 以上または 4 つの地下室以上のアパートの場合、この基準に準拠することに加えて、法律に従

って適用することが許可されている規約に基づいて、そのアパートの防火の特性に従って、組織と

防災技術に関する技術要件と防災技術の解決を追加する必要がある。これらの要件と防災技術の解

決は、有能な専門機関によって承認されなければならない。この規制は、アパートの建設、管理、

使用への投資活動に関与する組織や個人に適用される。 

 

· 石レンガ構造 - 建設および受入基準 

TCVN 4085:2011「石レンガ構造 - 建設および受け入れ基準」が TCVN 4085:1985から転用され、基

本的内容が引用されている。一方、TCVN 4085:1985はロシア標準スニップ II-17-78 パート III に

基づいて構築されているため、多くの内容はもはやベトナムのレンガと石造りの構造の現在の建設

には適していない。具体的には、石積み材料、接着剤、石臼はベトナムの基準に従って革新され、

管理されているが、TCVN 4085:2011 のこれらの基準は更新されていない。さらに、過去に公布され

た基準で建築材料を使用した関連文書はすべて、一部の作品で未焼成のレンガを適用するための必

須要件を参照しており、その割合は大きい。この事実に直面して、標準 TCVN 4085:2011 を見直す

必要がある。 

TCVN の草案「石レンガ構造 - 建設と受入基準」は、新築、家、建物の改修において、レンガ(セ

ラミック、ケイ酸塩、コンクリート)、ブロック(セラミック、ケイ酸塩、あらゆる種類のコンクリ

ート)、天然石(石、切り鋸)、鋳造石コンクリートから作られた石レンガ構造と強化石レンガを建

設し、受け入れる場合に適用される。この規格の要件は、住宅や建物用の石レンガや強化石レンガを設

計する際にも適用する必要がある。 

 

集成材及び合板に関する法規制19 

表 7 集成材及び合板に関する法規制 

 
19 令和 3 年度木材産業国際競争力・製品供給力強化緊急対策のうち高付加価値木材輸出促進緊急対策事業：林野庁林政部木材利用課 

項目 基準コード 名称（英語） 名称（日本語） 

合板 TCVN 11900：

2017 

Plywood - Tolerances on 

dimensions 

合板 - 寸法に関する公差 

普通合板 TCVN 11901-

1:2017 

Plywood - Classification by 

surface appearance -Part 1: 

General 

合板 -表面外観による分類 -Part 

1: 一般 

普通合板 TCVN 11901-

3:2017 

Plywood - Classification by 

surface appearance -Part 3: 

Softwood 

合板-外観による分類 -第 3部：針

葉樹材 

一般製材 TCVN 12619-

1:2019 

Wood - Classification - Part 

1: Classification by wood 

ultilization 

木材-分類-第 1部: 木材の高度利

用による分類 

一般製材 TCVN 12619-

2:2019 

Wood – Classification – Part 

2: Classification by wood 

physical and mechanical 

properties 

木材-分類-第 2部：木材の物理的

及び機械的性質 による分類 



 

 

 

35 

· ベトナムでは TCVN 規格が定められているが、任意規格であり品質規格上の問題はない。 

 

吉野材化粧貼集成材をベトナムで製造する際に使用する単板をベトナムに輸出する法規制 

表 8 ベトナム輸出に関する法規制 

輸入に必
要な手続
き 

法令 管轄 内容 
必要手続
き 

対応者 

植物検疫 植物防疫及び検疫

法 （41/2013/QH1 

3） 

農業農

村開発

省植物

防疫局 

・「植物防疫および検疫法」で

は、木材製品の輸入にあたっては

輸出国において植物検疫を実施

し、検疫証明書を添付することを

求めている。また、ベトナムへの

輸入時には書類検査と外観で検査

を実施し、疑いがあるときは全量

の 20％を抽出して検査を行うこ

ととなっている。害虫が見つかれ

ばベトナム側で燻蒸が行われ、輸

出者に検査料金が請求される。  

・ 検疫対象物の品目リストを参

照すると、4412 合板、4413改良

木材については、植物検疫の対象

外であるとされている。  

・ 検疫申請については、書面ま

たは Web上で実施することができ

る。 

「植物検

疫証 明

書」また

は 「電子

植物検 疫

証明書」

の 提出 

輸出者 

輸入者 

ベトナム

木材合法

性証明シ

ステム

ベトナムにおける 

木材合法性保証シ

ステムに関する規

則 （102/2020/ND 

農業農

村開発

省 

・「ベトナムにおける木材合法性

保証システムに関する規則 

（102/2020/ND-CP）」や「農業農

村開発省通達 （27/2018/TT-

デューデ

リジェン

スの実 施 

輸入者 

合板 TCVN 

5695:1992 

Plywood. Classification 合板、分類 

構造用製材 TCVN 

8165:2009 

Structural timber. Machine 

strength grading.Basic 

principles 

構造用材料 機械強度等級、基本原

則 

合板 TCVN 8328-

1:2010 

Plywood – Bonding quality – 

Part 1: Test methods 

合板 - 接着品質 - 第 1部: 試験

方法 

合板 TCVN 8328-

2:2010 

Plywood – Bonding quality - 

Part 2: Requirements 

合板-接着品質-第 2部：要求事項 

構造材（集成

材） 

TCVN 

8575:2010 

Timber structures. Glued 

laminated timber. Component 

performance and production 

requirements 

木質構造. 集成材（Glued 

laminated timber） 部材の性能と

製造要件 

構造材（集成

材） 

TCVN 

8576:2010 

Timber structures. Glued 

laminated timber. Method of 

test for shear strength of 

glue lines 

木質構造. 集成材. 接着線のせん

断強度の試験方法 

構造材（集成

材） 

TCVN 

8578:2010 

Timber structures. Glued 

laminated timber. Face and 

edge joint cleavage test 

木質構造. 集成材. 面及び縁の接

合部の裂け目試験 
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(VNTLAS) -CP） BNNPTNT）」を法的根拠に、輸出・

輸入する木材の合法性を確認する

ための手段として、ベトナム木材

合法性証明システム（VNTLAS, 

Viet Nam Timber Legality 

Assurance System）が整備されて

いる。木材の輸入時には VNTLAS

はいくつかの確認ステップを設け

ることで合法性の確認を行ってい

る。  

・ VNTLASは WEB上のシステムと

して構築される計画があるもの

の、 現時点では実現していな

い。このため、「政令 102/2020

号」におい て提示されている合

法性確認における必要手続きにし

たがって手 続きを行うことが必

要となる。 

輸入申告 関税法 財務省 ・以下の書類の提出が必要とされ

ている。 

① 輸入品の税関申告書 

② インボイス（商業送り状）  

③ 売買契約書または同等の書類  

④ 輸入許可が必要な物品の輸入

許可証  

⑤ 船荷証券  

⑥ パッキング リスト  

⑦ 原産地証明書  

⑧ 検査機関によって発行された

品質検査の登録証明書（木材の場

合は植物検疫証明書）  

⑨ その他法律に基づく商品に関

連する書類（木材の場合は、

VNTLASに対応するデューデリジ

ェンス自己申告書） 

「輸入申

告書」 及

び関連書

類の提出 

輸入者 

デューデ

リジェン

ス自己申

告書の提

出 

ベトナムにおける 

木材合法性保証シ

ステムに関する規

則 （102/2020/ND 

-CP） 

農業農

村 開発

省 

・VNTLAS政令によって、ベトナ

ムに輸入される木材に対してデュ

ーデリ ジェンスの実施が定めら

れている。輸入者が通関申告に必

要な書類の 1つである輸入木材原

産地申告書（VNTLAS政令付属書 I

の フォーム No.03）を記入する

ことで、デューデリジェンスが実

施されたこととなる。  

・輸入木材原産地申告書について

は、必要事項の記入と追加書類提

出が定められている。日本は低リ

スク国に相当するため、必要事項

を記入の上書類を提出すればよ

く、合法性証明等の追加書類提出

「自己申

告書」 

（VNTLAS

政 令付属

書 Iのフ

ォーム 

No.03）の

提出 

輸入者 
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は求められない。 

ラベル表

示 

商品ラベルに関す

る 43号政令の改

正政令 

（111/2021/NDCP） 

科学技

術省 

・ベトナムに輸入される商品につ

いて、通関手続き者が商品名、商

品の原産地、外国で商品について

責任を負う組織・個人または商品

を生産する組織・個人に関する情

報を含む英語のラベルを貼らなけ

ればならないと定めている。 

製品への 

ラベリン

グ 

輸入者 

· 吉野杉や檜の単板の輸出実績があり、輸出の現地法規制、許認可等でトラブルが生じてないた

め、問題はない。 

 

４． 開発課題解決貢献可能性 

（１） 現地には良い木材がなく建材を作れない。現地植林しているゴムの木やアカシアを活用し

集成材を生産し家具の原材料にしている。（木工製品の原材料不足） 

【課題貢献策】 

すでにハノイ郊外には、化粧貼合板が製造されており、屋内のデザインや家具に利用され

ている。今後、吉野材化粧貼集成材の進出を図る中で、この化粧貼集成材が競合材になる可

能性はあるが、反面、ベトナムに化粧貼集成材のニーズがあると考えられる。今後は、ベト

ナムのゴムの木集成材（小径木の活用）や合板（おがくずの活用）に表面材を貼り付ける建

材や部材の普及が広まれば、小径木やおがくずを活用した新たな高級建材や家具原材料とし

ての開発と活用開拓が可能となる。化粧貼り集成材や合板がベトナム市場に浸透すれば、ベ

トナム木工企業は、新商品需要による収益性に期待できる。 

 

（２） 木工技術能力が低く、現地木工企業の技術に差異が生じている。（ゴムの木集成材で家具生

産しているため、木材の利用方法を知らない。よって、木材の加工技術の所有者が少な

い。） 

【課題貢献策】 

先進国の下請けによる家具製造が多く、高度な技術力を身につければ、今以上の高品質に

期待できる。今回の調査で、工場生産は専門的な単一業務が中心で、ビンフォック省に専門

工場が集中していることから、部品は作れるが製品が作れない木工企業が多いことが判明し

た。現状では、業者間の連携は無いが、連携ができれば、より良い商品を製造できる可能性

がある。 

 

（３） 現地には木材が無いため、木工製品の良さを知らない。（現地にはゴムの木集成材になる小

木しかないため、生産できる商品に限りがあり木工製造に対して主体性が無い。） 

【課題貢献策】 

吉野製材工業協同組合と現地木工企業の交流や技術勉強会を開くことで、木工製品の良し悪し

や、大径木の扱いや木材部位の使い方についての理解を深めてもらうことが期待できる。 

 



 

 

 

38 

（４） 企業の技術力が低く、企業の得意分野を活かせていない。よって、木工技術を応用できて

いないことによる、完成度の低い建材や家具の製造が続いている。 

 【解決策】 

ベトナムでは、企業間で連携して商品を開発する考え方が少ない。得意分野に特化しているた

め、大手の下請けや得意分野に限定した経営展開をしている。他の企業と連携することで、相互

補完関係を築きビジネス展開できれば、木工商品の品質を向上させられる可能性もある。 

 

 協同組合の形成については、ビンフォック省内には、ゴムの木及びアカシアを活用した集成材加

工の木工企業が数社あり、中小企業を中心とした協同組合に面会し、ゴムの木集成材加工の木工企

業の紹介を受けた。しかしビンフォック省には、木工企業の協同組合は無く、相互補完を目的とす

る協同組合を提案しているが、相互補完する業務が発生していない。また、ベトナムの製造業は、

同種の企業（例えば、ゴムの木集成材加工業等）が一地域に集まっており、相互補完できる企業が

少ないことが調査から判明した。 

 ビンフォック省内の木工企業が化粧張りの貼り付け装置を購入する場合、又は、日本側が機材

投資した場合、本事業の説明を木工剪断工場と木工製造企業の２つのグループに実施し、賛同した

企業の労働者(リーダー格を推奨)を対象にビンフォック省教職短期大学にて、「吉野材化粧貼集成

材」の生産方法を通して技術指導する。

以上の実施により、木工企業の技術と所

得の２つが向上するが木工技術者も年々

増加するため、同時に新商品の市場を獲

得する必要があり、今回の「吉野材化粧

貼集成材」以外の商品開発も急務と考え

ている。技術者の所得、職業別労働人口をビンフォック省木工労働者について調査を実施した。 

 

［結論］ 

• ビンフォック省内で表面材を貼り付ける装置を所有している企業を調査したが現段階では無

いため、木工企業に貼り付け装置購入の可能性の確認を依頼している。仮に、地域内に貼り

付け装置を購入しない場合は、他の地域で貼り付け装置を所有している企業に依頼する必要

がある。 

• （ケース１）ビンフォック省内で貼り付け装置を購入しない場合、ビンフォック省内の木工

企業からはゴムの木集成材を購入するだけになる。また、別地域で貼り付け装置を所有して

いる企業がゴムの木集成材を購入した場合の金額と比較し低価格から購入する。 

• （ケース２）ビンフォック省内の木工企業が貼り付け装置を購入しない場合、日本側が現地

に設置して現地生産する。この場合、貼り付け装置金額を商品（吉野材化粧貼集成材）に上

乗せして販売する。 

• ビンフォック省木工企業の経営者に先進国企業と一緒に営業することや消費者（ベトナムや

日本）対象の販売を提案したが、営業や販売に対する苦手意識が強い。このような経営者マ

インドを変えない限り、新たな仕事を獲得することは難しいと考えられる。経営者が下請気

労働者人口（2021 年） 583,000 人 

建設業及び製造業労働者数（2021 年） 151,000 人 

全製造業のうち建設業及び製造企業の労働者が占め

る割合 

約 25％ 

ベトナム労働者の平均賃金（ベトナム国平均） 38,280 円/月 

木工製造企業の労働者の平均所得（最低賃金同様） 25,792 円/月 

全産業の平均所得 40,920 円/月 

ビンフォック省最低賃金（2022 年 7 月） 25,792 円/月 

表 9 木工企業における労働者数及び賃金一覧 



 

 

 

39 

質を脱しない限り、労働者の所得向上は難しい。経営者としてマインドセットを形成するた

めには、例えば日本式経営の教育（VJCC の事業）をビンフォック省木工企業経営者が受講

するなど、研鑽が必要である。 

第３ ビジネス展開計画 

１．ビジネス展開計画概要 

  （周知フェーズ：2023 年〜 26 年） 

吉野材に興味のある設計士やデザイン関係者の協力から吉野材を広くベトナム人が周知するこ

とから始める。飲食店舗や商業施設に吉野材化粧貼集成材を活用することで消費者の目にとま

る。ベトナム国内には少ない檜や杉の素材は、木目の細かい年輪が特徴で木の香りも良く、リ

ラックス効果も期待できる。ベトナム人消費者に周知することを第１段階として計画する。 

現地協力者：Peacock 社、NH VILLAGE社、Takashi Niwa Architects 、ハノイ土木大学 

  （応用活用フェーズ：2025 年〜28年） 

「吉野材化粧貼集成材」に使用している単板の活用を増加させ、吉野材の魅力を拡大させる。

ベトナムはゴムの木集成材をはじめ、集成材を活用した家具が多い。家具に使用する集成材に

吉野杉・檜の単板活用を促し吉野材を使用する範囲を拡大する。また、このフェーズに合わせ

て、吉野製材工業協同組合（組合組織では大きいため、全員の同意獲得は困難な場合は、賛同

する有志を対象とする。）及びハレノヒ株式会社で吉野材化粧貼集成材等を活用した家具製造

の研究を進めると同時に、テスト販売を進める。 

現地協力者：DONGGIA INTERIOR ARCHITECTURE JOINT STOCK COMPANY 社、Takashi Niwa 

Architects 、ハノイ土木大学 

  （普及フェーズ：2027年〜30 年） 

「吉野材化粧貼集成材」の活用により、吉野材（杉・檜）が広く認知され、集成材を活用しな

い吉野無垢材の購入者が増加する。吉野材（杉・檜）の活用がベトナムで普及する活動。建材

としての活用はもちろん、家具にも利用し活用範囲を拡大する。 

現地協力者：ハノイ土木大学、Takashi Niwa Architects 
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· ベトナム市場は、近年の経済発展により高額所得者層（ハノイ：374,000 世帯、ホーチミン：

490,000 世帯）20が増加傾向にある。当面は、富裕層市場をターゲットとするが、現地生産に

よる低価格化を目指し、中間層の市場獲得を検討する。 

· 調査前は、ベトナム市場においては石材やコンクリート材が内装材の中心資材であるとヒアリ

ングに対する回答を受けていた。しかし、今回の調査で設計及びデザイン事務所は、木の内装

に興味を持っており、今後ベトナムで販売できる可能性があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
20 JICA（ベトナム国 住宅セクター基礎情報収集・確認調査ファイナルレポート）2014 年 2 月より出典 
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 ２．市場分析 

（１）市場の定義・規模 

市場は、ベトナム国内から始め、

その後近隣諸国へ拡大する計画であ

る 。 顧 客 は 、 富 裕 層 （ 年 収 ：

143,239,000VND/Year 以 上 （ ハ ノ

イ）、163,562,000VND/Year 以上（ホ

ー チミ ン）、希 望住 宅購 入額 ：

2,000million VND）を当面のターゲッ

トにする。ターゲット層も 2024 年に

は、2014 年と比較し 15％増加し、

2034年には、2024年と比較し 7％の増

加を見込んでいる。高額物件購入世

帯は、2024 年ホーチミンにおいて購入世帯のボリュームは、456,000 世帯×33％＝150,480 世帯とな

る。 

将来的には単板の現地生産を実施することで今まで以上に収益性のある商品とする為、多様化、低

価格化を実現し中間層へ拡大する計画である。 

（例） 

① 家具製造 

Takashi Niwa Architects 社が吉野材を利用した家具製造の設計を進めている。家具製造に利

用する吉野材をベトナムに輸出する。2024 年 1月 27 日に和歌山港を出港し、ハノイに 2024 年

2 月 7日に到着予定である。 

② 桂剥きを表面材に利用した商品化21 

桂剥きをした吉野材の化粧貼集成材の商品化で、建材や家具製造にも利用できる。 

③ シート型フローリング材22 

フローリングの一般的な規格は、幅が 90〜120mm で厚みが 15mm である。しかしシート型は、

900mm×1,800mm（コンパネサイズ）のため、住宅等への施工が楽で工期も早い。 

吉野材は日本でも高級木材であり、富裕層をターゲットとするが将来的には人口の多い中間層市場

を目指す。中間所得層（世帯所得 5,000～34,999USD）の割合は、2000 年の約 11.7%から、2020 年

には約 51.9%にまで上昇した。特に、上位の中間所得層（10,000～34,999USD）の割合が増加してい

る。2,000 年の 1.2％から 2020 年には 17.7％に増加している。23            

現地ではホテルの床材や扉に木材が使用されており、また最近、木目調タイルも人気があり、これ

らは潜在的ニーズの表れと考えられる。規模感、将来性の予測として、ベトナムの人口増加は著しく、

住宅需要はマンション等の建設ラッシュからも推測できる。新築タワーマンションの金額は約 4,000

万円台が多く、購入者は富裕層であると考えられる。増加する富裕層をターゲットとすることに加え、

将来的には、中間層を狙う吉野建材ビジネスを検討する。 

 
21 新商品素案（ア）説明文章（添付資料 6） 
22 新商品素案（イ）及び（ウ）説明文章（添付資料 6） 
23 2021 年 3 月経済産業省 医療国際展開カントリーレポート（ベトナム編）より出典 

ターゲット層：富裕層 
 ハノイ市 ホーチミン市 

2014 年高額所得者世帯数（注１）（都心部＋郊外

部） 
310,000 世帯 395,000 世帯 

2024 年高額所得者世帯数（都心部＋郊外部） 356,000 世帯 456,000 世帯 

2034 年高額所得者世帯数（都心部＋郊外部） 374,000 世帯 490,000 世帯 

18million VND/月以上または車を所有する世帯の

住宅購入希望者率（A) 
68.7% 78.9% 

2000million VND 以上の住宅購入希望率（B) 48.6% 25.5% 

ターゲット層率 （A)×（B) 33.4% 20.1% 

注１：高額所得者世帯数は、世帯収入が 143,239,000VND/Year 以上（ハノイ）及び 

163,562,000VND/Year 以上（ホーチミン）の世帯数 

参考：JICA（ベトナム国 住宅セクター基礎情報収集・確認調査ファイナルレポート） 

 

 

表 10 ターゲットである富裕層の割合（想定） 
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（２）競合分析・比較優位性 

現地では、木製の建材は販売が少ないため、現地のマンションや戸建て住宅の内装建材である「コ

ンクリート壁材」、「タイル床材」が競合となる。 

① 価格的要素  

現地で一般的に使用している｢コンクリート材」と比較し、現地で貼り付け等の加工ができ

る場合は、３割程度低価格で提供できる。 

② 品質的要素  

現地材と比較し年輪が綺麗で節が無い。｢コンクリート材｣、｢タイル床材｣より高級感がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 年輪が細かく節の無い吉野材 

 

③ 建材としての性質面での特性 

コンクリート材は、現地の湿気や暑さ、換気の悪さからカビが発生しやすい（近畿大学岩前

教授）。しかし、木材は、コンクリートと比較すると材質が柔らかく、子供等が転んでも怪我

し難く、安全性が高い。また、奈良県産のスギ・ヒノキ材の精油にはダニに対して強い忌避性

がある研究結果がある。床材料として、木材を使うことで、ダニの少ない室内環境となり、ダ

ニによるアレルギー疾患（喘息、アトピー等）を軽減できる可能性がある。24 

 

石材や木材は、古くから高級内装材として活用されてきた。ベトナムでは「コンクリート材」や

「タイル床材」が主に使われてきた。しかし、ハノイ郊外の Tan Thanh Co.,LTDでは、合板に表面材

（ウォールナッツやオーク）を貼り付けていた。表面材デザインは、縦スライスや桂剥きのマーブル

模様などがあり、ベトナム国内にもニーズがあることが確認できた。そのほか、同社は木目プリント

をタイルに貼付けたり、木目加工のプラスチック材を作ることで、顧客である店舗や個人住宅にて高

級感の演出を行ってきた。 

「吉野材化粧貼集成材」は、安価なゴムの木集成材に吉野材単板を貼り付けた建材であるため、

100％吉野材から製材した建材よりも低価格で高級感を演出できるハイブリッド建材である。これは、

吉野材とベトナムのゴムの木集成材から製造するものであり、吉野材を輸出しない限りベトナムの製

材所では真似できない建材である。 

 
24 平成 28 年度「奈良県の木で健康になる」実証事業（奈良県農林部奈良の木ブランド課）試験結果 3 ダニの忌避より出典（添付資料

7） 
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３．バリューチェーン 

（１）製品・サービス 

（海外ビジネス展開計画において、提案法人が導入予定の製品・サービス概要） 

· ビンフォック省で生産されているゴムの木を活用した集成材に吉野材（杉・檜）の単板を貼り

付けた商品（吉野材化粧貼集成材）を住宅や店舗の内装材として販売する。 

· 吉野材化粧貼集成材の応用として吉野材化粧貼集成材を家具材として販売する。 

 

（同製品・サービスの価格） 

· 吉野材化粧貼集成材 4,139円/m2（原価） 

 ゴムの木集成材  1,164円/m2 

 現地貼付加工費   309円/m2 

 単板（吉野材）  2,666円/m2 

 

吉野材化粧貼集成材 8,939円/m2（販売価格） 

 

（２）バリューチェーン 
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現地パートナー候補として検討していた「NGUYEN VU JOINT STOCK Co.,」が COVID-19の影響で工

場を閉鎖したことから代替候補を検討し、現地製造企業を本事業をとおして調査した結果、確認で

きた内容は、次のとおりである。 

① ビンフォック省で単板の貼付け企業を探したが売却や事業閉鎖により存在しない。 

② ビンフォック省内の木工企業は、営業活動が苦手で先進国の「下請け」として仕事を受け

ることに満足している企業が多い。 

 

以上を踏まえ、バリューチェーンを構築していくための今後の対策は以下のとおりである。 

① ビンズオン省内の単板の貼付け企業に貼付け部分を委託して「吉野材化粧貼集成材」を完

成させる。貼り付け企業は、DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED

であるが、ハノイにも貼り付け加工ができる企業は沢山あるとの情報があり、本調査終了

後、現地にて確認し、検討する必要がある。 

① 吉野製材工業協同組合及びハレノヒ株式会社が、貼付け装置をビンフォック省内の木工企

業に導入し、同企業が貼付け加工を行い「吉野材化粧貼集成材」を完成させる。ただし、

中古機械を調査したところ、高額な装置のため吉野製材工業協同組合及びハレノヒ株式会

社にて出資し導入するには時間を有する。 

単板の貼り付けを当初 OEM で試験販売を実施する。販売状況やハノイ土木大学の卒業生や各

種団体の意見を考慮し、各種装置導入を検討する。 

② 営業の部分は、吉野製材工業協同組合及びハレノヒ株式会社が対応し、主導権を日本側で

所有することが、今後のビジネス展開では優位。将来的に現地駐在者を置くまでは、営業

活動に強いベトナム企業とパートナー契約が必要。 
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集成材・合板貼付け工程 

① ビンフォック省にて貼付け 

（条件又は状態） 

今回の調査で、企業経営者が下請け事業に満足し自ら元請けの発注者に提案できないことが

判明した。先進国の企業に対して、より良い商品や加工を提案できる能力が必要である。この

能力を有することで木工加工技術の成長により収益性や売上にも寄与できると思われる。よっ

て、ビンフォック省木工企業の人材教育として提案できる能力を備えることが重要である。こ

の能力を持てば、吉野製材工業協同組合と組んでより良い商品を提案できる。 

より良い商品を元請けに提案できれば、貼付け装置の投資や資金繰り計算が可能である。 

② 他の地区にて貼付け 

（条件又は状態） 

本事業調査後、ハノイ側の貼付け事業者の確認を行う。 

(ア) Than Thanh Co.LTD 

(イ) 株式会社中村が紹介する貼付け事業者 

(ウ) ハノイ土木大学と協議し、有望な貼付け事業者 

上記の（ア）〜（ウ）の事業者について、経営者マインドや設備内容、経営状況等を確認して

選定し、ビンズオン省の DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITED と比較し

連携できるパートナーを決定する。 

 

実施体制図 

① 商品加工 

「吉野材化粧貼集成材」をベトナムで生産する活動を主とする。ベトナム現地で流通されている

ゴムの木集成材に吉野材（杉や檜）の単板（化粧板）を貼り付けて壁材に現地加工する。現状では、

吉野生産した場合の商品原価 7,800 円/m2に対してベトナム生産の場合 4,139 円/m2のため、ベトナ

ム生産の方が半額近く低価格で販売が可能である。ビンフォック省内でゴムの木集成材製造企業は

あるが、単板を貼り付ける企業は無く、東京都中小企業振興公社より、隣のビンズオン省に所在す

る DUC PHAT VENEER MANUFACTURING & TRADING COMPANY LIMITEDの紹介を受けた。 

  将来的には、ベトナム現地で単板を加工することでより収益性と競争力のある商品に成長させる。

その他、商品種類を増加させるため現地ベトナムの嗜好性（塗装等による濃色の木の色等）に合わ

せて現地向けにローカライズする必要がある。商品加工については、第 3 回現地調査の結果を受け、

今後、商品加工の安定性、企業間の信頼関係、事業の継続性・発展性を再度検討し、商品加工のパ

ートナー企業を確定したい。 

② 流通・販売 

「吉野材化粧貼集成材」を施主に販売するための活動を主とする。提案者の吉野製材工業協同組合

とベトナム販売パートナー企業（想定）の「PEACOCK INTERIOR DESIGN AND CONSTRUCTION CO., LTD 」
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25（今後「PEACOCK 社」と呼ぶ）を検討している。PEACOCK 社は、デザイン及び設計、施工を中心に店

舗やリゾート地の別荘等を手掛けている。ベトナムは親日国のため日本の木材に興味がある。

PEACOCK 社は、施主に吉野材を提案してもらうことも可能であり、ベトナム施工業者には出来ないデ

ザイン設計から売り込むことを期待している。 

販売業務は、吉野製材工業協同組合又は、ハレノヒ株式会社にて対応することを検討する。 

  ③ 営業 

「吉野材化粧貼集成材」をベトナム市場に拡大するための活動を主とする。営業面で連携が想定さ

れる企業は、ハノイ土木大学教授の企業である「HOA PHONG E&C INVESTMENT AND DEVELOPMENT JSC.」

や日本人建築家「Takashi Niwa Architects」である。実際にこれまでも Takashi Niwa Architects

からは、TAKAHIRO CORPORATIONの Mr.Steven Le Huynh Buu Nghi を紹介いただき、日本食レストラ

ン「北海道・幸」のインテリアに吉野杉や吉野檜を導入いただくアイディアについて、ホーチミン

で吉野製材工業協同組合が直接プレゼンする機会を頂いた。また、HOA PHONG E&C INVESTMENT AND 

DEVELOPMENT JSC.の紹介で「NATIONAL UNIVERSITY OF CIVIL ENGINEERING（ハノイ土木大学）」の副

学長 HOANG TUNG 氏に面会し、ベトナムに吉野材を普及するため連携することを依頼した。HOANG 

TUNG 氏も卒業生や建築家団体等と人脈を持っており、吉野材の普及活動にも期待できる。 

  また、ハレノヒ株式会社も営業活動に加わり、吉野材の良さをベトナムに広げるほか、ベトナ

ムで販売する課題等を吉野製材工業協同組合と相談し、解決方法を検討・実行し、吉野材を普及す

ることで売上及び利益向上に努める。 

④ 技術指導 

「吉野材化粧貼集成材」をベトナム現地生産

するにあたり、ベトナムにおける木工技術が足

りないため、技術を補填するための活動を主と

する。 

「吉野材化粧貼集成材」をベトナム製造する

にあたり、吉野製材工業協同組合が中心とな

って技術指導する。ビンズオン省でゴムの木

集成材の表層に吉野材を貼り付ける装置があ

るため、完成度を高める技術指導を実施す

る。 

 

４．進出形態とパートナー候補 

（１）進出形態 

ベトナム市場を獲得するには、日本から製品を輸出すると、価格面で現地競争を勝ち抜くのが困

難である。ベトナム国の慣習や嗜好性を考慮したデザインにローカライズする必要がある。この２

点を克服するには、現地パートナー企業が不可欠である。しかし、COVID-19 の世界的蔓延がベトナ

ム経済や企業に影響を与えてしまい、当初パートナーとして想定していた「NGUYEN VU JOINT STOCK 

 
25 PEACOCK 社は、ホーチミン 7 区にある Novaland luxury condos, Penthouse  , Melosavilla...など、数多くのヴィラや高級アパート

メントのインテリアデザインと建設に携わっている。（住所：737/114/13 Lac Long Quan, Ward 10, Tan Binh District, Ho Chi Minh 

City, Vietnam、http://noithatpeacock.vn/、電話番号：+84938968099、従業員 20 人未満）東京都中小企業振興公社の調査 

http://noithatpeacock.vn/
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Co.,」が工場を閉鎖した。よって、有利な営業を実施するため、デザイン及び設計・施工をしてい

る PEACOCK 社をパートナー企業として想定する。また、建設業界に卒業生を送り出しているハノイ

土木大学と連携し、ベトナム建設業企業に対して吉野材を周知・販売可能性を調査し販売ロット数

を増加させる活動を進める。進出形態は、組合内企業及び「吉野材化粧貼集成材」を積極的展開で

きる企業との合弁による現地会社設立を検討している。現地駐在人件費等の捻出可能性が高いと判

断した場合には、合弁できない場合でも単独で会社設立も検討する。会社設立までの間は、ベトナ

ム現地企業と連携し、「吉野材化粧貼集成材」の製造・販売を進める。 

 

（２）パートナー候補 

· 製造パートナー候補企業は下記のとおり 

表 11 製造パートナーとしての比較 

企業名 メリット デメリット ビジネスマインドの有無 

PHUC THINH JOINT 

STOCK  CO. 

・ゴムの木集成材

を大量生産してい

る。ゴムの木はビ

ンフォック省が所

有者のため入札で

落札し購入してい

る。大型の倉庫を

所有しており集成

材等大量の保管が

可能である。 

・ゴムの木集成材

を生産しているが

商品完成度が未熟

である。 

・貼り付け装置は

所有していないた

め、吉野材化粧貼

集成材の生産は不

可。 

・元請に対して商

品提案ができない

ため、下請け気質

が抜けていない。 

・見積もり依頼した結果、組

合への見積提出書無し、経営

者としてマインドセットが無

い。 

CONG TY TNHH SX – 

TM 

・ゴムの木集成材

以外にアメリカか

ら発注を受けて住

宅屋内の部材を下

請 け 生 産 し て い

る。 

・アメリカ人が駐

在し、住宅屋内で

使用する部材品質

を確認している。 

・貼り付け装置は

所有していないた

め、吉野材化粧貼

集成材の生産は不

可。 

・元請に対して商

品提案ができない

ため、下請け気質

が抜けていない。 

・見積もり依頼した結果、組

合への見積提出書無し、経営

者としてマインドセットが無

い。 

TAN VIET HAN 

CONSTRUCTION 

・ゴムの木を活用

して集成材を生産

している。大型の

ゴムの木集成材も

生産可能。ゴムの

木集成材の輸出経

験があり品質の良

いゴムの木集成材

を生産している。 

・貼り付け装置は

所有していないた

め、吉野材化粧貼

集成材の生産は不

可。 

・元請に対して商

品提案ができない

ため、下請け気質

が抜けていない。 

・見積もり依頼した結果、組

合への見積提出書無し、経営

者としてマインドセットが無

い。 

DUC PHAT VENEER 

MANUFACTURING & 

TRADING COMPANY 

・ゴムの木集成材

を購入して表面材

と 貼 り 付 け る 工

・貼り付け装置は

所 有 し て い る た

め、吉野材化粧貼

・見積もり依頼した結果、組

合への見積書提出有り、経営

者としてマインドセットがあ
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LIMITED 場。貼り付け工場

以外に家具の製造

もしている。 

・仕上げ（磨き）

もしており、品質

的は良い。吉野技

術を身に付ければ

さらに良くなる。 

集成材の生産は可

能。 

・ゴムの木集成材

を他社から購入の

ため、発注すると

コスト高になる。 

・日本と比較し、

品質が落ちる。（単

板の裏表を間違え

た） 

る。 

TRUNG NGUYEN WOOD 

TECHNOLOGY COMPANY 

LIMITED 

・ゴムの木集成材

を購入して表面材

を貼り付ける工場

である。 

・貼り付け装置は

所 有 し て い る た

め、吉野材化粧貼

集成材の生産は可

能。 

・ゴムの木集成材

を他社から購入の

ため、発注すると

コスト高になる。 

・家内工業に近い

施設のため、品質

的に不安。 

・見積もり依頼した結果、組

合への見積提出書無し、経営

者としてマインドセットが無

い。 

· 営業・設計デザインパートナー候補企業は下記のとおり 

表 12 営業・設計デザインパートナーとしての比較 

企業名 メリット デメリット 組合との関わり方 

PEACOCK INTERIOR 

DESIGN AND 

CONSTRUCTION CO., 

LTD 

・吉野杉や檜に興味が

あり、吉野材のメリッ

トを理解している。 

・デザイン・設計から

施工までしており、設

計提案として吉野材導

入が可能。 

・大型リゾート開発で

別荘内装を手がけてい

る。一部に吉野材を導

入できれば拡大可能性

がある。 

・大企業ではないた

め、案件が少ない。 

・ 案 件 が 少 ない た

め、売り上げ共に収

益が望めない。 

・吉野材をすぐに導

入できる案件が少な

い。 

・大型リゾート開発

（ファンティエト地

区）の現場に吉野材

導 入 を 検 討 して い

る。 

NH VILLAGE ・東京大学に入学経験

あり、日本の文化を理

解している。 

・ローカル対象の日本

食レストラン内装デザ

イン及び施工をしてい

る企業のため、吉野材

の導入に可能性が高

い。 

・大企業ではないた

め、案件が少ない。 

・ 案 件 が 少 ない た

め、売り上げ共に収

益が望めない。 

・吉野材をすぐに導

入できる案件が少な

い。 

・吉野材を設計提案

しており、見積もり

依頼がある。 

Takashi Niwa 

Architects 

・ベトナムで日本人設

計者として活躍してい

る。有名な店舗デザイ

ンをしている。 

・案件が多いが吉野

材 導 入 実 績 が少 な

い。 

・調査終了後も引き

・2022 年ハノイに日

本式茶室を施工した

際に吉野材を一部使

用した実績がある。 
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・実際に日本食レスト

ラン（北海道幸）のオ

ーナーと打ち合わせが

できた。 

・随時店舗デザインの

案件が多い。 

・日本人のため打ち合

わせでも表現や内容の

理解に食い違いがな

い。 

続き連携を模索する 

DONGGIA INTERIOR 

ARCHITECTURE JOINT 

STOCK COMPANY 

・ウォールナット材を

利用した家具を設計・

製造販売している。 

・ベトナム国内の富裕

層対象に家具販売して

いる。富裕層へのアプ

ローチに可能性があ

る。 

・ウォールナット材の

代わりに吉野材利用の

可能性がある。 

・ウォールナット材

から吉野材の家具製

造に変更した場合、

加工機材交換等で時

間を有する。 

・吉野材材料供給に

よる販売のみのビジ

ネスのため収益性が

少ない。 

・吉野材に興味があ

るが、ウォールナッ

ト材から吉野材へ変

更するには、時間が

かかる。 

HOA PHONG E&C 

INVESTMENT AND 

DEVELOPMENT JSC 

・輸出入のビジネス以

外に建設業関係の企業

で NATIONAL 

UNIVERSITY OF CIVIL 

ENGINEERING と関係が

強い。 

・ NATIONAL 

UNIVERSITY OF CIVIL 

ENGINEERING の卒業生

とパイプがあり、建築

士との繋がりがある。 

・HON 先生は、日本留

学経験があり、日本文

化を理解している。 

・エンジニアリング

やコンサルタントの

ため、営業活動時に

費用がかかる。 

・無償協力は長続き

しないため、ビジネ

ス化を早めに進め、

お互いにメリットが

ある関係になる必要

がある。 

NATIONAL UNIVERSITY 

OF CIVIL ENGINEERING 

・建築関係の技術者集

団。ベトナムの建築関

係は詳しい。また、大

学内に企業を所有しビ

ル建設をしている。 

・大学の卒業生がベト

ナム国内の建築業界に

多く、アプローチしや

すい。 

・デザイン学科もあ

り、連携することで吉

野材の建材活用に応用

ができる。 

・大学組織のため、

「吉野材化粧貼集成

材」販売の側面的支

援をする。営業活動

時に費用がかかる。 

・無償協力は長続き

しないため、ビジネ

ス化を早めに進め、

お互いにメリットが

ある関係になる必要

がある。 

 

  



 

 

 

50 

５． 収支計画 

                  企業機密情報につき非公表                    

 

 

 

６．想定される課題・リスクと対応策 

（１）法制度面にかかる課題リスクと対応策 

· 住宅及び建物の火災安全に関する国家技術規則 

ベトナムでは TCVN 規格が定められているが、任意規格であり品質規格上の問題はない。 

· アパートに関する国家技術規則 

ベトナムでは TCVN 規格が定められているが、任意規格であり品質規格上の問題はない。 

· 石レンガ構造 - 建設および受入基準 

ベトナムでは TCVN 規格が定められているが、任意規格であり品質規格上の問題はない。 

· 集成材及び合板に関する法規制 

ベトナムでは TCVN 規格が定められているが、任意規格であり品質規格上の問題はない。 

· 吉野材化粧貼集成材をベトナムで製造する際に使用する単板をベトナムに輸出する法規制 

吉野杉や檜の単板の輸出実績があり、輸出の現地法規制、許認可等でトラブルが生じてないた

め、問題はない。 

（２）ビジネス面にかかる課題リスクと対応策 

· 既存化粧貼集成材企業との競合 

アメリカやラオス等から木材を輸入して合板やゴムの木集成材の表面材に使用している。表面

材は主に暗色であり、吉野材のような明色は使用していない。檜材は、日本と台湾でしか生育

していない。また、台湾檜は黄色のため、吉野材の明色とは異なる。また、吉野材の香りも評

価されており、差別化できる提案が必要である。 

· コンクリート従来型との差別化 

現地で貼付け加工した場合、原価比較するとコンクリート材（5,959 円/m2）より吉野材化粧貼

集成材（4,139 円/m2）が３割程度低価格で提供可能である。また、コンクリートや石にはない

温かみの価値が木質の価値である。住宅や店舗、各種施設の部材にも使用されているため、吉

野材化粧貼集成材を部分的に導入してもらうことは可能と考えられる。 

· 現地法人設立までの対応 

現地法人を設立する方法は、ホーチミンにある KAIZEN Accounting(24 Truong Son street, 

ward 2, Tan Binh district, HCM city, Vietnam)からヒアリングした結果、小売業は高額の資

本金が必要になるが、卸売の資本金は小売業より低額のため困難ではないことがわかった。 

ベトナムで現地法人を設立した体制になるまでは、遠隔及び必要に応じてベトナム渡航して対

応するほか、通訳業務を依頼している Nguyen Thi Ngoc Hien に営業代行業務についても依頼す

る。収益が望める段階を踏まえて現地法人設立（卸売業）を進める。 

· 売上金回収 

販売するにあたり契約書を交わし、代金の半分を先に入金してもらい、納品後全額回収する
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販売方法で進めることで、未回収を防止する。 

 

 

表 13事業化のリスクと解決方法 

項目 リスク及び配慮・検討が必要な事項 解決・対応・回避策 

1  Customer 

（１）現地製造に関わるパートナー企業
連携 

現地製造に現地企業１社に依存すると業
務上危険。 

検討している現地企業以外も検討する。 

（２）木⼯建材に関する住宅使用慣習 
木製の腐敗や害虫問題、熱帯環境により
慣習がない。 

吉野材を壁材として活用し、安全性や抗
菌性を理解してもらう。 

（３）営業手法及び商品価格調査 
消費者へのアプローチと⼯務店側への営
業を検討する。 

消費者への PR と施⼯する⼯務店との協
力体制構築 

2  Competitor 

（１）同業他社及び競合商品の調査 
コンクリート材が競合。また、ゴムの木

集成材を取扱う企業。 
吉野材ブランディングを検討する。 

（２）現地木材に含まれている害虫駆除 
燻蒸処理と乾燥が基準を満たさないとミ
バエが発生。 

ミバエ駆除する基準まで燻蒸と乾燥処理
を現地指導。 

（３）将来性及び技術力 
他企業の技術力により、将来競合可能性

がある。 

連携企業の技術継承の可能性。新商品開

発の実施。 

3  Company 

（１）輸出入のベトナム側許可、物流等 輸出の際に現地で受け取る側が必要。 
現地邦人企業及びパートナー企業で対応
することを検討する。 

（２）現地労働者の日本技術継承 
基本技術がないため、日本技術習得に時

間を有する。 

吉野町と短期大学で連携協定を締結し、

技術継承する。 

（３）新たな設備導入による労働環境の
変化 

技術提供により新たな労働環境負荷が発
生する。 

新型機械の導入により、安全管理を向上
させる。 

 

（３）政治・経済面にかかる課題・リスクと対応策 

· 経済成長に伴う物価及び人件費の上昇 

在ベトナム日系企業の賃金は、2021 年から 2022 年にかけて 5.8％上昇した。2023 年の上昇

見込みは 5.9％で、平均して 2年連続ほぼ同じ水準の上昇率26である。今後、ベトナムの人件費

の安さを見込んだ安価な吉野材化粧貼集成材製造が困難となるため、コスト引き下げ策として、

表面材もベトナム生産とすることで低価格を維持する。 

 

７．期待される開発効果 

・ ビンフォック省内の剪断工場及び木工製造企業を対象に開発効果を検討した。 

・ 木工製造企業は、吉野材貼付製造を想定しており、NGUYEN VU JOINT STOCK Co.の工場閉鎖によ

り、木工製造企業（家具製造等）の貼付け装置の導入を条件に開発効果を確認した。 

・ ビンフォック省内の剪断工場及びゴムの木集成材製造企業が 80 社、木工製造（吉野材貼付製

造）企業が 13 社あり、吉野製材工業協同組合の技術指導に参加する労働者を建設業及び製造

業の労働者数の 10分の１（15,100 人）の 2.6％にあたる 400人を受益者数と想定する。 

・ ゴムの木集成材＋貼り付け加工費 1,473 円/m2とした場合、人件費相当額を 3 分の１で算出、5

年後の目標施工数が 150戸で、１戸に施工する「吉野材化粧貼集成材」の利用面積が 80m2で計

算すると 1,473円/m2×3分の１×80m2×150戸＝5,892,000円/年間となる。想定労働者数が 400

人のため、5,892,000 円/年間÷400 人＝14,730 円/人/年間（1,227 円/人/月）が労働者の所得

 
26 JETRO 地域分析レポート（2023 年 3 月 24 日）参考 
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向上する金額となる。 

   

 

開発効果： 

（１） 吉野製材工業協同組合の技術指導による木工労働者の技術能力向上。 

（２） 各々技術能力向上により木工企業に技の集積が加わり、地場企業が育成される。 

     

【目標】 

新たな技術習得者増加による企業売上が向上する。よって、労働者の平均所得約 5％以上向

上する。計画通りに推移すれば 5 年後には、1,227 円/月が 400 人の労働者が所得向上する計算

となる。 

ビンフォック省最低賃金 25,792 円/月より約 5％向上するため、この事業や商品開発が拡大す

れば、他の企業にも影響は発生する。 

 

８．日本国内地元経済・地域活性化への貢献 

（１）関連企業・産業への貢献 

① 吉野町の地域活性化に加え、日本製木材の価値が見直され、吉野産木材以外の国産木材も海外

からの需要増加が見込まれる。新規市場が開拓され、売上増加及び雇用創出が期待される。 

② 吉野材の海外需要増加が見込めれば、製材所以外にも林業分野の売上げ増加が期待できる。山

林所有者の施業意欲が増加し、放棄林解消が期待される。 

 

（２）その他関連機関への貢献 

① ［奈良県との連携・貢献実績］ 

奈良県立高等技術専門校との連携により、組合員事業所における同校卒業生雇用について、平成

28 年 3 名、平成 29 年 2 名、平成 30 年 1 名の実績がある。また、平成 27 年度より、吉野材の歴史

等を学ぶ校外授業として同校生徒の受入れを行っている。更に、実習教材に吉野材を提供している。

また、令和３年吉野町に開校した奈良県フォレスターアカデミーの卒業生は、奈良県各林業分野で

ゴムの木集成材＋貼り付け

加工費 1,473 円/m2 

労働者数（想定） 400 人 

人件費相当額（80 m2＊150

戸＊1,473 円/m2）＊1/3 5,892,000 円/年 

労働者年間所得上昇額 14,730 円/年 

労働者月給上昇額 1,227 円/月 

【加工費用】  

1m2 あたりの加工費原価 4,139 円/m2 

１戸の施工平米 80 m2 

１戸あたりの売り上げ 331,120 円/戸 

5 年目の目標施工数 150 戸 

年間売り上げ（5 年目） 107,266,000 円/年 

表 14 ビンフォック省労働者の賃金上昇額（想定） 
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活躍している。 

今後、奈良県奈良の木ブランド課と連携し吉野材の新たな国際市場を獲得することで、国際市場

の新たな需要獲得となり、奈良県の地域振興に貢献する。 

② 奈良県木材協同組合連合会にて報告 

第 1 回及び第 2 回のベトナム調査を踏まえ、中西理事長から奈良県木材協同組合連合会にて調査

報告を実施した。報告内容は、供給の現地製造について未確認の部分もあるが、需要調査は、ホー

チミン及びハノイを含めて設計及びデザイン事務所から良い評価を得ており、吉野製材がベトナム

市場に「販売できる可能性がある」と報告した。 

③ 森林・林業・林産業活性化促進奈良県議会議員連盟にて報告 

令和 5 年 10月 25 日には、「森林・林業・林産業活性化促進奈良県議会議員連盟」にて、ベトナム

での吉野材普及可能性や現在調査結果から得た情報を提供し、海外進出の可能性を報告した。 

④ ［吉野町との連携・貢献実績］ 

吉野町が推進する「ふるさと教育」の一環として、小学生の課外授業（製材所見学）を受入れて

いる。中学３年間使用する机を自ら組立て、卒業の際には、天板を思い出に持帰る制度の机組立て

指導に協力している。これらを通じて、地場産業の誇り・地域愛着心の醸成に貢献している。 

⑤ ［建築家との連携・貢献実績］ 

町と建築家長谷川豪氏及び米国企業 airbnbの三者が協業し吉野杉の家を提案した。地域の製材所

も協力し HOUSE VISION 2016に展示。展示後は、吉野町に移設し吉野材の魅力発信拠点及びゲスト

ハウスとして、吉野製材工業協同組合の組合員を中心とした若手が町から指定管理を受け運営を行

っている。 
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第４ ODA 事業との連携可能性 

１．連携が想定される ODA事業 

ベトナム社会主義共和国事業展開計画において課題目標１−２（小目標）に「産業競争力強化・

人材育成」が掲げられ、特に「従来の安価な労働力を拠り所とする組み立て産業を中心とした外資

牽引型の構造から、裾野産業や素材産業を兼ね備えた地場企業の育成が必要、としており、また、

産業開発は中小企業を中心とした民間セクターの事業展開を後押しする取り組みの１つとして人材

育成（技術者・技能者）を支援する、としている。連携が想定できる ODA 事業としては、産業開

発・人材育成プログラムにあるベトナム日本人材協力センター（VJCC）・ビジネス人材育成、拠点

機能強化プロジェクトが検討できる。 

 

２．連携により期待される効果 

産業開発・人材育成プログラムの一環として「ベトナム日本人材協力センター（VJCC）・ビジネ

ス人材育成、拠点機能強化プロジェクト」がハノイとホーチミンで実施されている。VJCCによるビ

ジネス人材育成と連携することでビンフォック省の木工企業経営者の経営マインドに先進国への提

案能力が加われば、ビンフォック省の木工企業と吉野製材工業協同組合が手を組んだ営業活動に期

待できる。また、先進国が希望する木工製品をマーケットインの発想で吉野製材工業協同組合の技

術を活用し製造ができれば、ビンフォック省内の木工製造企業の成長を促し、連携することで人材

育成から企業の成長促進まで支援が可能なことから、本事業は、ODA 連携による相乗効果が期待で

きる。 
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䛣䛸䛜䜟䛛䜚䜎䛧䛯䚹

ᘬ䛝⥆䛝䚸⚾䛯䛱䛿䚸奈良䛾䝇䜼ᮦ䛸䝠䝜䜻ᮦ
䛾䜒䛴䛂ᾘ⮯ᛶ䛃䛂྾ᨺ‵ᛶ䛃䛂᥋ゐ෭ ឤ䛃➼䛻
䛴䛔䛶䜒ᐇ㦂䜢⾜䛖䛸䛸䜒䛻䚸奈良䛾ᮌ䛾ᐙ䛻䛚
ఫ䜎䛔䛾᪉䛻䜰䞁䜿䞊䝖ㄪᰝ䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹

䛭䛾⤖ᯝ䚸奈良䛾䝇䜼ᮦ䛸䝠䝜䜻ᮦ䛿䚸⚾䛯䛱

䛾ᬽ䜙䛧䜢ᛌ㐺䛷ᚰᆅ䜘䛟䛩䜛ຠᯝ䜒䛒䜛䛣䛸䛜

䜟䛛䜚䜎䛧䛯䚹

ヨ㦂䝕䞊䝍䜔䜰䞁䜿䞊䝖⤖ᯝ䜢䛤ㄝ᫂䛧䜎䛧䜗
䛖䚹䝠䝜䜻䜢ᮦᩱ䛻䚸䛔䛟䛴䛛䛾ᐇ㦂䜢⾜䛔䜎䛧䛯䚹
䛭䛾⤖ᯝ䚸

奈良県ྜྷ㔝ᆅᇦ䛷䛿䚸඲ᅜ䛷᭱䜒ྂ䛟⣙䠑䠌䠌ᖺ๓

䛛䜙ᯘᴗ䛜ጞ䜎䜚䜎䛧䛯䚹⌧ᅾ䜒䝇䜼䜔䝠䝜䜻䛾ඃ

良ᮦ䛜⏘ฟ䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹

ಖ⫱ᅬ ⪁ே䝩䞊䝮

䜒䛳䛸䜒⨾䛧䛔ᮌ┠䛜⌧䜜䜛䜘䛖䛻䚸୸ኴ䛿ὀព῝䛟

〇ᮦ䛥䜜䜎䛩䚹

はじめに
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ẚ㍑䛾䛯䜑䛻⏝䛔䛯ᮌᮦ௨እ䛾ᮦᩱ

䛺䛹

ᯈ䠄ᚰᮦ㒊ศ䠅
䝎䝙ヨ㦂䞉⣸እ⥺ヨ㦂䞉ᾘ⮯ヨ
㦂䞉྾ᨺ‵ヨ㦂䞉᥋ゐ෭ ឤ
ヨ㦂䛻౑⏝

ᮌ⢊䠄ᚰᮦ㒊ศ䠅
䜴䜲䝹䝇ヨ㦂䛻౑⏝

⢭Ἔ
䜹䝡ヨ㦂䞉⣽⳦ヨ㦂䞉䝎䝙ヨ㦂

䛻౑⏝

ኳ↛஝⇱

䝇䜼㻝㻜㻜ᖺ⏕ 䝠䝜䜻㻣㻜ᖺ⏕

Ỉ⵨Ẽ⵨␃ษ๐ຍᕤ

ᑠ๭䜚

䜹䞊䝨䝑䝖⏕ᆅ
䠄䝫䝸䜶䝏䝺䞁䠅

䝥䝷䝇䝏䝑䜽䠄ᶞ⬡䠅
䠄ሷ໬䝡䝙䝹➼䠅

㔠 ᒓ
䠄䜰䝹䝭䝙䜴䝮➼䠅

試験材料

䝇䜼㻣㻜ᖺ⏕ 䝠䝜䜻㻝㻜㻜ᖺ⏕

䞉奈良県䛷⏕⫱䛧䛯䝇䜼 䠄ྜྷ㔝㒆ᕝୖᮧ⏘ 100ᖺ⏕ཬ䜃70ᖺ⏕※䚹 ᯈ䚸ᮌ⢊䚸⢭Ἔ䛻ㄪᩚ䠅

䞉奈良県䛷⏕⫱䛧䛯䝠䝜䜻 䠄ྜྷ㔝㒆ᕝୖᮧ⏘ 100ᖺ⏕ཬ䜃70ᖺ⏕※䚹 ᯈ䚸ᮌ⢊䚸⢭Ἔ䛻ㄪᩚ䠅

䞉ẚ㍑䛾䛯䜑䛾ᮦᩱ
௚県⏘䝇䜼ᮦ 30䡚40ᖺ⏕䚸௚県⏘䝠䝜䜻ᮦ 30䡚40ᖺ⏕䚸
௚県⏘䝇䜼⢭Ἔ䠄ᕷ㈍ရ䠅䚸௚県⏘䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄ᕷ㈍ရ䠅

※䠖 奈良県⏘ᮦ䛿䚸ᶞ㱋㻣㻜ᖺ௨ୖ䛜୺ὶ䛷䛒䜛䛯䜑䚸௚県⏘ᮦ䛸䛿␗䛺䜛ᶞ㱋䛷ヨ㦂䜢䛧䛶䛔䜎䛩䚹
　　௒ᅇ౑⏝䛧䛯奈良県⏘䠓䠌ᖺ⏕䛸௚県⏘䠏䠌䡚䠐䠌ᖺ⏕䛾୸ኴ䛾┤ᚄ䛿䚸䜋䜌ྠ䛨኱䛝䛥䛷䛩䚹
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䜹䝡䛾⏕⫱ᢚไ 䠄䛛䜃䛜⏕䛘䛻䛟䛔䠅

⢭Ἔῧຍ 䛺䛧

䜹䝡⏕⫱

方法︓寒天培地の中央にカビを植え付けて、生育
状況を7日間観察。

結果︓奈良のスギ精油の添加で、カビの生育を完全
に阻止。他県のスギ精油では、カビが生育。

኱⭠⳦䛾ቑṪᢚไ 䠄⳦䛜ቑ䛘䛻䛟䛔䠅

ቑṪ

方法︓寒天培地に大腸菌を吹き付け、生育状況を2日間
観察

結果︓大腸菌の増殖抑制には、奈良のスギ精油がもっと
も効果が高い。

0
%

0
%

別途実験を行った黄色ブドウ球菌については、
いずれの精油でも１％添加で増殖を阻止。

試験結果

䜹䝡䛾ගᏛ㢧ᚤ㙾෗┿

⬊Ꮚ

䝇䜼⢭Ἔ䠄奈良䠅䠑䠂ῧຍ 䝇䜼⢭Ἔ䠄௚県䠅䠑䠂ῧຍ

䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄௚県䠅䠑䠂ῧຍ䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄奈良䠅䠑䠂ῧຍ

奈良県⏘ᮦ ௚県⏘ᮦ

奈良県⏘ᮦ ௚県⏘ᮦ

5
%

⏕⫱㜼Ṇ 䜹䝡⏕⫱

䜟䛪䛛䛻⏕⫱ 䜟䛪䛛䛻⏕⫱

ቑṪ㜼Ṇ ቑṪ

ቑṪቑṪ

ቑṪ

1
%

⢭Ἔῧຍ 䛺䛧

ቑṪ㜼Ṇ

ቑṪ㜼Ṇ ቑṪ㜼Ṇ
5
%

䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄௚県䠅䠍䠂ῧຍ䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄奈良䠅䠍䠂ῧຍ

䝇䜼⢭Ἔ䠄௚県䠅䠍䠂ῧຍ䝇䜼⢭Ἔ䠄奈良䠅䠍䠂ῧຍ

䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄奈良䠅䠑䠂ῧຍ

䝇䜼⢭Ἔ䠄奈良䠅䠑䠂ῧຍ

䝠䝜䜻⢭Ἔ䠄௚県䠅䠑䠂ῧຍ

䝇䜼⢭Ἔ䠄௚県䠅䠑䠂ῧຍ

メモ

メモ

ୖ䛾෗┿䛿䚸䜰䝇䝨䝹䜼䝹䝇

䠄䜽䝻䝁䜴䝆䜹䝡䠅䛾⤖ᯝ䛷䛩䚹䝨

䝙䝅䝸䜴䝮䠄䜰䜸䜹䝡䠅䛻ᑐ䛧䛶

䜒䚸䝇䜼⢭Ἔ䠄奈良䠅䛜䜒䛳䛸䜒ᙉ

䛔⏕⫱㜼Ṇຊ䜢♧䛧䜎䛧䛯䚹

䛹䛱䜙䛾䜹䝡䜒䚸⬊Ꮚ䜢኱㔞䛻

㣕䜀䛩䛾䛷䚸ႍᜥ䜔䜰䝖䝢䞊➼

䛾䜰䝺䝹䜼䞊⑌ᝈ䛾ཎᅉ䛸䛺䜚

䜎䛩䚹

௒ᅇ౑⏝䛧䛯䝇䜼ᮦ䠄ᚰᮦ䠅䛻䛿⢭Ἔ䛜䠍䡚䠎䠂䚸䝠䝜䜻

ᮦ䠄ᚰᮦ䠅䛻䛿⢭Ἔ䛜䠐䡚䠑䠂ྵ䜎䜜䛶䛔䜎䛧䛯䛾䛷䚸奈

良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䛿䚸䜹䝡䜔⣽⳦䛻ᙉ䛔䛸⪃䛘䜙䜜䜎

䛩䚹

䜎䛺ᯈ䜔㣗ჾ䛻䜒㐺䛧䛶䛔䜎䛩䚹
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方法︓फ़スॡটঐॺॢছইସ୤ীෲੑにेॊ精油ਛীの৒ਙীෲ。
結果︓७スय़ॸঝঌথ॔ঝ॥شঝథには、ಿ菌ৡृଆདৡが高いਛীが੗ऎஅऽれऽघ。

奈良県ਓスギ精油には、他県ਓेॉも̣�ड़ॖॹスঔشঝをはगीとघॊ७スय़ॸঝঌথ॔ঝ॥شঝథが
੗ऎஅऽれてउॉ、ऒのऒとが、奈良県ਓスギ精油がカビृ大腸菌にਘい৶૓とઅえैれऽघ。
঳方、঄ঀय़精油では、奈良県ਓと他県ਓはऺऻ৊गਛীでଡਛऔれてउॉ、̢�カ४ঀشঝが
ಿ菌ਛীの１つとઅえैれऽघ。

⢭Ἔ䛾ᡂศ

䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁 䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁 䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁 䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䝰䝜䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁 䝉䝇䜻䝔䝹䝨䞁
䜰䝹䝁䞊䝹

(a) 奈良県⏘䝇䜼⢭Ἔ

δ-䜹䝆䝛䞁

α-䝮䝻䞊䝺䞁

α-䝢䝛䞁

α-䝢䝛䞁

δ-䜹䝆䝛䞁 α-䜹䝆䝜䞊䝹

δ-䜹䝆䝛䞁
α-䜹䝆䝜䞊䝹

δ-䜹䝆䝛䞁
β-䜸䜲䝕䝇䝰䞊䞊䝹

(b) ௚県⏘䝇䜼⢭Ἔ

(c) 奈良県⏘䝠䝜䜻⢭

(d) ௚県⏘䝠䝜䜻⢭Ἔ
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方法︓౫મに෶োखたॲॽقখॣ঄ঙウ঄ॲॽكのਯを
。৚೾৒گ

結果︓スギ精油と঄ঀय़精油は、नठैもॲॽのᅏೂ効
果が高い。
奈良のスギ౫ृ঄ঀय़౫に෶োखたॲॽは、
カشঌॵॺの1گطڮعڲط。

ᗋᮦ䜢䜹䞊䝨䝑䝖䛛䜙䚸奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻

ᮦ䛻᭰䛘䜛䛣䛸䛷䚸䝎䝙䛻䜘䜛䜰䝺䝹䜼䞊⑌ᝈ

䠄ႍᜥ䜔䜰䝖䝢䞊➼䠅䜢㍍ῶ䛷䛝䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚

䜎䛩䚹

方法︓ॖথইঝग़থ२ウॖঝスڶ஑と、਽໨ऽたは
ள໨ृএজউটআঞথの໨をமඡऔचた৏、
ウॖঝスの૎ഉৡを೾৒。ق೷ॉନख3৚ك

結果︓঄ঀय़౫と奈良のスギ70ফ生は、ウॖঝスの
૎ഉৡを෩खऎ଩ৣ。

ಿウॖঝスણਙகは、கが大きいऺन૎ഉৡのँॊ
ウॖঝスを੖ैघ効果がँॊऒとをંखऽघ。
َ4.4ُは০৚の૥験方法にउいてもっとも高いகと

ऩॉऽघ。

䝲䜿䝠䝵䜴䝠䝎䝙䛾ගᏛ㢧ᚤ㙾෗┿
య㛗䠖0.3mm
෗┿ᥦ౪䠖䠄୍㈈䠅᪥ᮏ⎔ቃ⾨⏕䝉䞁䝍䞊

䜸䝇䝯䝇

奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䜢ᐊෆ䛷౑⏝䛩䜛䛣䛸䛷䚸䜲䞁䝣

䝹䜶䞁䝄䛾ឤᰁᣑ኱䜢㍍ῶ䛷䛝䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

試験結果

メモ

メモ

䝎䝙䛾ᚷ㑊
䠄䝎䝙䛜㏆䛵䛛䛺䛔䠅

䜴䜲䝹䝇䛾୙ά໬
䠄䜴䜲䝹䝇䛾ឤᰁຊ䛜పୗ䠅
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奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䛿䚸ᑠ䛥䛺⣽⬊䛜䛯䛟䛥䜣㞟䜎䛳䛯ᵓ㐀䜢䛧䛶䛚䜚䚸

䝭䜽䝻䛺Ꮝ䛜䛯䛟䛥䜣䛒䜚䜎䛩䚹⮯Ẽ䜺䝇䜔‵Ẽ䠄Ỉ⵨Ẽ䠅䛿䚸䛣䛾Ꮝ䛛䜙

ᮌᮦෆ㒊䛻౵ධ䛧䚸⣽⬊ቨ䛻䛟䛳䛴䛝䜎䛩䚹

方法︓ഡ൷ਙのฦに౫મとگজॵॺঝの
ႝਞफ़スをোれ、ฦの中のफ़スの
෯২をਫ਼ੴଵにेॉ೾৒。
౫મは100×100×ௐऔ26عmm。
3৚೾৒。

結果︓奈良のスギ౫と঄ঀय़౫は、
॔থঔॽ॔のႝਞを10ীでڴસਰ঱、
30ীで9સਰ঱௾ு。
෫ृ෢にेऎઞ৷औれॊවビ३شॺृ
カشঌॵॺは、଎ႝৡがൠい。

ሌ෷のफ़スで別途行った૥験でも、
奈良のスギ౫と঄ঀय़౫は、
高い଎ႝਙをંखた。

奈良県⏘䝇䜼ᮦ䛾㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾෗┿

䠄 ᗘ䠎䠌䉝䠅

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 1 2 3 4

᫬ 㛫䠄᪥䠅

ሷ໬䝡䝙䝹䞉䜹䞊䝨䝑䝖⏕ᆅ䞉䜰䝹䝭䝙䜴䝮ᯈ▼⭯䝪䞊䝗

㉥Ⰽᐇ⥺䠖䝇䜼ᮦ䠄奈良䠅
㉥Ⰽ◚⥺䠖䝇䜼ᮦ䠄௚県䠅

㯤Ⰽᐇ⥺䠖䝠䝜䜻ᮦ䠄奈良䠅
㯤Ⰽ◚⥺䠖䝠䝜䜻ᮦ䠄௚県䠅

䠄 ᗘ23Υ䠅

┦ᑐ‵ᗘ 80䠂 ┦ᑐ‵ᗘ 40䠂

䠄g/100cm2䠅

㻌䠔␚䛾㒊ᒇ䛾ኳ஭ᯈ䛻䚸奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䜢౑䛖䛸䚸‵ᗘ䛾ኚ໬䛻䛒䜟䛫

䛶䠍䝸䝑䝖䝹௨ୖ䛾Ỉ䠄Ỉ⵨Ẽ䠅䜢྾䛔㎸䜣䛰䜚䚸 䛿䛝ฟ䛧䛯䜚䛧䜎䛩䚹䛣䛾ᶵ⬟䛻䜘

䜚䚸ᱵ㞵䛾䛨䜑䛨䜑䚸෤䛾㐣஝⇱䚸❆䛾⤖㟢䜒㜵䛞䜎䛩䚹

ᾘ ⮯

྾ ᨺ ‵
䠄‵ᗘ䜢ㄪᩚ䛩䜛䠅

方法︓౫મをആ২23٦ৼৌဒ২40％で৹ဒखた৏、高ဒ২୭୆ك％80قで2日間、଩ဒ২୭୆ك％40قで
�日間઼き、जの間、੎୤を೾৒。౫મは、100×100¼ௐऔ2~6PPでડએとഫએをଆ਷ॸشউでຆगた。

結果︓奈良のスギ౫と঄ঀय़౫は、高ဒ২୭୆でဒਞをลい੢ा、଩ဒ২୭୆でဒਞをはきলखた。
ऒのेअに、਽౫はঽேとဒ২を৹ତखऽघが、වビ३شॺृカشঌॵॺにはऒのਙସはँॉऽच॒。

奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䛿䚸䝖䜲䝺⮯䜔⏕䝂䝭⮯䜢㝖ཤ䛧䜎䛩䚹

䝨䝑䝖䛾⮯䛔䜒Ẽ䛻䛺䜚䜎䛫䜣䚹

メモ

メモ
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0.0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9
1.0

᥋
ゐ
෭
 
ឤ

ኟ䠖⇕䛔
෤䠖෭䛯䛔

ኟ䠖⇕䛟䛺䛔
෤䠖 䛛䛔

方法︓20٦に৹ତखた౫મに40٦の७থ१شがமඡखたৎのໍ間৓ऩ೸の୎৿୤ q-max (w/cmڮ)を೾৒。
౫મの中央付੺の5ᆽਚで೾৒ख਴಑கを਀ં。
ਯகが大きいऺन、যのျが౫મにઉமமඡखたৎにഐたऎ૎गॊऒとを਀खऽघ。

結果︓ඡったときにആऊऎ૎गॊದは、カشঌॵॺٜ 奈良のスギ౫、঄ঀय़౫、他県のスギ౫、঄ঀय़౫ٜ
উছスॳॵॡقවビ३شॺಉك、࿗ಎ਽౫ٜ সര॔قঝ঑ॽウ঒ಉكのದでँった。

ॡ౫の఍ഝでୗჍ஑شல঱ऑで૮࿗ಎ、ള়਽ସ௺෫౫は਀એがड़شはউঞॼكスギ౫、঄ঀय़౫ق਽౫︓پ
࿗ಎँॉ。

䐟⇕䛾⛣ື㔞䛾 ᐃ

䐠ᡭ䛾⾲㠃 ᗘ䛾 ᐃ
ゐ䜛๓ ї 10⛊ゐ䜛 ї ゐ䛳䛯ᚋ

ᡭ䛾⾲㠃 ᗘ䠖33Υ
ᮦᩱ䠖20Υ

ᮦᩱ䜢ゐ䛳䛯ᚋ䛾ᡭ䛾 ᗘ

方法︓१شঔॢছইॕشで
ুの਀એആ২を೾৒

䝇䜼ᮦ䠄奈良100䠅䜢ゐ䜛䛸

ᡭ䛾⾲㠃 ᗘ䛿32Υ䛻ኚ໬

䜹䞊䝨䝑䝖⏕ᆅ

33Υ䜈

䝠䝜䜻ᮦ

䠄奈良100䠅
32Υ䜈

䝥䝷䝇䝏䝑䜽

䠄ሷ໬䝡䝙䝹䠅

29Υ䜈

䝇䝔䞁䝺䝇ᯈ

27Υ䜈

䜰䝹䝭䝙䜴䝮ᯈ

26Υ䜈

 䛛䛔 ͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏ ෭䛯䛔

35Υ

30Υ

20Υ

25Υ

15Υ

奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䛿䚸ኟ ⇕䛩䛞䛪䚸෤  䛛䛔䛾䛷䚸ᗋ䜔ᡭ䛩䜚䛻᭱㐺䛷䛩䚹

᥋ゐ෭ ឤ 䠄ゐ䛳䛶䜒෭䜔䛳䛸䛧䛺䛔䠅

メモ
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䈜ᮌᮦ䛿䚸௚ᮦᩱ䜘䜚䜒䛂೺ᗣ䛃䛷䛂ᛌ㐺䛃䛺ᬽ䜙䛧䛻ᙺ❧䛴䚹

䈜奈良県⏘䝇䜼ᮦ䛿䚸௚県⏘䝇䜼ᮦ䜘䜚䜒䜹䝡䜔኱⭠⳦䛻ᙉ䛔䚹

奈良䛾ᮌ䛿䛂⸆䛃䛷䛿䛒䜚䜎䛫䜣䛾䛷䚸⑓Ẽ䜢἞䛩䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䛜䚸

⚾䛯䛱䛾ఫ⎔ቃ䛛䜙⑓Ẽ䛾ཎᅉ䜢ྲྀ䜚㝖䛝䚸೺ᗣ䛷ᛌ㐺䛺ᬽ䜙䛧䜢ᐇ⌧䛧䜎䛩䟿

方法︓ഝ౫に୾をँててખೝ୤を೾৒。
結果︓奈良のスギ౫、঄ঀय़౫と他県のスギ

౫、঄ঀय़౫は、いずれも、ஜ৔௽ृ
加ೡ黄ሣ૗ਙのਉ౤とऔれॊྏਗ଍を
ऺと॒न完全に௾ு。৯の໸れृᄨ༒
௽૩をਬきକऒघブঝشছॖॺをೄ੖。

ᢠ⳦ᢠ䜹䝡 䝎䝙䛾ᚷ㑊 䜴䜲䝹䝇୙ά໬ ᾘ⮯ ‵ᗘㄪᩚ ᥋ゐ෭ ឤ ⣸እ⥺䛾㍍ῶᮦ䚷ᩱ

䝇䜼ᮦ䚷䠄奈良䠅 䖂 䖂
䠄70ᖺ⏕䠅

䖂
䠄70ᖺ⏕䠅

䕿 䕿 䕿 䕿

䝇䜼ᮦ䚷䠄௚県䠅 䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

䕿 䖂
䠄70ᖺ⏕䠅

䖂 䕿 䕿 䕿 䕿

䝠䝜䜻ᮦ䚷䠄௚県䠅

䝠䝜䜻ᮦ䚷䠄奈良䠅

䕿 䕿 䖂 䕿 䕿 䕿 䕿

䜹䞊䝨䝑䝖 䠉 ×
䠄䝫䝸䜶䝇䝔䝹䠅

䠉 䕧
䠄䝫䝸䜶䝇䝔䝹䠅

×
䠄䝫䝸䜶䝇䝔䝹䠅

䖂
䠄䝫䝸䜶䝇䝔䝹䠅

䠉

䝥䝷䝇䝏䝑䜽 䠉 䠉 ×
䠄䝫䝸䝥䝻䝢䝺䞁䠅

×
䠄ሷ໬䝡䝙䝹➼䠅

×
䠄ሷ໬䝡䝙䝹➼䠅

䕧
䠄ሷ໬䝡䝙䝹➼䠅

×
䠄䝫䝸䝥䝻䝢䝺䞁䠅

㔠䚷ᒓ 䠉 䠉

䠄䖂䠖≉䛻ඃ䜜䜛䚷䚷䚷䚷䕿䠖ඃ䜜䜛䚷䚷䚷䚷䕧䠖䜔䜔ຎ䜛䚷䚷䚷䚷㽢䠖ຎ䜛䚷䚷䚷䚷䠉䠖䝕䞊䝍䛺䛧䠅

䕿
䠄㕲䠅

×
䠄䜰䝹䝭䝙䜴䝮➼䠅

×
䠄䜰䝹䝭䝙䜴䝮➼䠅

×
䠄䜰䝹䝭䝙䜴䝮➼䠅

×
䠄䜰䝹䝭䝙䜴䝮➼䠅

䚷ᐊෆ䛾ቨ䜔ᗋ䛻䚸 奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻
ᮦ䜢౑䛖䛸䚸 ⣸እ⥺䛾཯ᑕ䛜ᑡ䛺䛟䛺䜚┠
䛻୚䛘䜛่⃭䜒ᑠ䛥䛟䛺䜛䛯䜑䚸┠䛻ඃ䛧䛔
㒊ᒇ䛻䛺䜚䜎䛩䚹

⣸እ⥺䛾㍍ῶ
䠄⣸እ⥺䜢྾཰䛧䛶ῶ䜙䛩䠅

䜎䛸䜑

メモ
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䚷䚷䚷䚷䚷䛤༠ຊ䛔䛯䛰䛔䛯᪉䚻

奈良䛾䝇䜼ᮦ䜔䝠䝜䜻ᮦ䛷స䜙䜜䛯ఫᏯ䚷

াに実઱ڮ１عফ１１াڵڮ਴ਛ؞
ফ間に૦てたੇにउકऽいの方に、ুநखऽたはഖଛにेॉڮ঺がऒのڷ঺と$؞
੶ো৷౛をउநखखて、৚௦をൂ౅खた。

。の৭උ࿔ऊैჾਊघॊ੉୴を৭॒でいたटいたگعڮ、଻のਝਖについてڵ؞
。スに、ঽ૓にਔৄを੶ൗखていたटいたشਈ৏のスঌ؞

䜰䞁䜿䞊䝖⤖ᯝ䜘䜚䚸奈良䛾ᮌ䛿ከ䛟䛾᪉䛛䜙䛂ᛌ㐺䛷䛒䜛䛃䛸䛔䛖㧗䛔ホ౯䜢ཷ䛡䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸⮬⏤ពぢ䛾୰䛻䛿䚸
䛂೺ᗣ䛻䜘䛔䛃䛸䛔䛖ឤ᝿䜒ከ䛟ᐤ䛫䜙䜜䜎䛧䛯䚹䛣䜜䜙䛿䚸๓䝨䞊䝆䜎䛷䛾ヨ㦂⤖ᯝ䜢⿬௜䛡䛶䛔䜛䛸䛔䛘䜎䛩䚹

䜎䛯䚸௒ᅇ䛿䚸ᐙ䜔㒊ᒇ䛾༳㇟䛷䛿䛺䛟䚸䛭䛣䛷౑䜟䜜䛶䛔䜛ᮌᮦ䛻ᑐ䛩䜛ឤ᝿䜢䛚ᑜ䛽䛧䜎䛧䛯䛜䚸㉁ၥෆᐜ䛻䜘䛳䛶
䛿䚸ᮌᮦ௨እ䛾⣲ᮦ䠄⁽႞ቨ➼䠅䜔㛫ྲྀ䜚䚸䝕䝄䜲䞁䚸ᬽ䜙䛧᪉➼䛾ᙳ㡪䜢ཷ䛡䛶䛔䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䛾䛷䚸⤖ᯝ䛾ゎ
㔘䛾㝿䛻䛿䚸䛣䜜䜙䛾Ⅼ䜢⪃៖䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䛣䜜䛛䜙䜒䚸奈良䛾ᮌ䛾೺ᗣ䞉ᛌ㐺ຠᯝ䛻䛴䛔䛶䚸ㄪᰝ䜔◊✲䜢⥅⥆䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

奈良䛾ᮌ䛾ᐙ䛻䛚ఫ䜎䛔䛾67ே䛻⪺䛝䜎䛧䛯
䛂奈良䛾ᮌ䛿ᚰᆅ䜘䛔䛷䛩䛛䠛䛃

アンケート調査

䜰䞁䜿䞊䝖᪉ἲ

メモ

ዪᛶ
��㸣

↓グධ
�㸣

↓グධ
�㸣

ࡋ࡞࡝ࢇ࡜࡯
��㸣

୍㒊࡟
౑⏝
��㸣

ከࡃ౑⏝
��㸣

��ṓ௦
��㸣

��ṓ௦
��㸣

��ṓ௦
�㸣

��ṓ௦
��㸣

��ṓ௦
��㸣

��ṓ௦௨ୖ
�㸣

⏨ᛶ
��㸣

࢟ࣀࣄ
��㸣

ࢠࢫ
��㸣

୧᪉
��㸣

性 別 年 齢 今のお住いの床や
天井の種類

以前のお住まいに木材は
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ⴠ䛱╔䛟

100%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
0%

ⴠ䛱╔䛛

䛺䛔
0%

䐟ᮌ䛾㒊ᒇ䛿䚸ⴠ䛱╔䛝䜎䛩䛛䠛

䜎䜆䛧䛔

3% 䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
13%

䜎䜆䛧䛔䛸

ឤ䛨䛺䛔

84%

䐠ᮌ䛾㒊ᒇ䛷䛿䜎䜆䛧䛔䛸ឤ䛨䜎䛩䛛䠛

䛨䜑䛨䜑

䛩䜛
0%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
19%

䛨䜑䛨䜑

䛧䛺䛔
81%

䐡ᱵ㞵䛾᫬ᮇ䛻䛨䜑䛨䜑䛧䜎䛩䛛䠛

 䛛䜏䛜

䛒䜛
97%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
3%

 䛛䜏䛜

䛺䛔
0%

䐢ᮌ䛾㒊ᒇ䛷䛿䚸 䛛䜏䜢ឤ䛨䜎䛩䛛䠛

ᛌ㐺

99%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
2%

୙ᛌ

0%

䐣ᮌ䛾䛻䛚䛔䛿䚸ᚰᆅ䜘䛟ឤ䛨䜎䛩䛛䠛

䛣䜒䜛

4%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
34%䛣䜒䜙䛺䛔

60%

䐤ờ䜔㣗䜉≀䛾䛻䛚䛔䛜䛣䜒䜚䜎䛩䛛䠛

䛒䜛

10%

䛺䛔

90%

䐥ᮌᮦ䛻䛛䜃䛜䛿䛘䛯䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䛛䠛

෭䛯䛔

5%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
29%

 䛛䛔

67%

䐦ᮌ䛾ᗋ䛿䚸෤䛻෭䛯䛟ឤ䛨䜎䛩䛛䠛

䛺䜛

91%

䛹䛱䜙䛸䜒

䛔䛘䛺䛔
8%

䛺䜙䛺䛔

0%

䐧ᮌ䛾ᗋ䛿〄㊊䛷Ṍ䛝䛯䛟䛺䜚䜎䛩䛛䠛

⮬⏤䛻䛤グධ䛔䛯䛰䛔䛯ពぢ䛛䜙䚷䝧䝇䝖䠑఩䚷䜢⤂௓䛧䜎䛩䚹䠄ྠᵝ䛾ෆᐜ䜢஦ົᒁ䛷㞟⣙䛧䜎䛧䛯䠅

䠄䜰䠅↓ᇈᮦ䛾ᗋ䛜Ẽᣢ䛱䛔䛔䚸〄㊊䛷⏕ά䛧䛶䛔䜛

䚷䚷䛂Ꮚ౪䛿ᖐᏯ䛩䜛䛸䛩䛠䛻䚸䛟䛴䛧䛯䜢⬺䛔䛷〄㊊䛻䛺䜛䛃䛂ᐷ䛣䜝䜃䛯䛟䛺䜛䛃䛂ᗋ䛜䝠䝲䛳䛸䛧䛺䛔䛃䛺䛹

䠄䜲䠅ᮌ䛾㤶䜚䛜ᚰᆅ䜘䛔䚷

䚷䚷䛂᳃ᯘᾎ䜢䛧䛶䛔䜛䜘䛖䛺ឤ䛨䛃䛂䛸䛶䜒良䛔㤶䜚䛷䝸䝷䝑䜽䝇䛷䛝䜛䛃䛂᮶ᐈ䛜ᮌ䛾㤶䜚䜢〔䜑䛶䛟䜜䜛䛃䛺䛹

䠄䜴䠅䛨䜑䛨䜑䛧䛺䛔䚸⤖㟢䛜䛺䛔䚷䚷

䚷䚷䛂ᱵ㞵䜔ኟሙ䛾䜉䛯䜉䛯䛧䛯ឤ䛨䛜䛺䛔䛃䛂෤䛾❆䛾⤖㟢䛜䛺䛔䛃䛂୙ᛌ䛺‵䛳䜍䛥䛜䛺䛔䛃䛺䛹

䠄䜶䠅యㄪ䛜良䛔䚸೺ᗣ䛻良䛔䚷䚷

䠄䜸䠅ኟᾴ䛧䛟䚸෤䛒䛯䛯䛛䛔䚷

䚷䚷䛂෤䛿ᬮ䛛䛥䜢ឤ䛨䚸ኟ䛿ᾴ䛧䛟ឤ䛨䜛䛃䛂෤䛿᫨㛫䜘䛟㝧䛜ᙜ䛯䜛䛸ᬮ䛛䛥䛜ኪ䜎䛷ṧ䛳䛶䛔䜛䛃䛺䛹

䚷䚷䛂஝⇱⫙䛾ᨵၿ䛃䛂㋖䛾䜂䜃๭䜜䛜䛺䛟䛺䛳䛯䛃䛂Ẽᣢ䛱䜘䛟╀䜜䜛䛃䛂Ꮚ౪䛾ኪἽ䛝䛜ῶ䛳䛯䛃

䚷䚷䛂Ꮚ䛹䜒䛾⓶⭵⑓䛜ᨵၿ䛃䛂㢼㑧䜢䜂䛝䛻䛟䛟䛺䛳䛯䛃䛂䜑䜎䛔䛜㍍ῶ䛃䛂ኟ䝞䝔䛧䛻䛟䛟䛺䛳䛯䛃䛺䛹

䜰䞁䜿䞊䝖⤖ᯝ
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ෆ⿦䛻䝇䜼ᮦ䜢౑⏝䛧䛯⑓㝔䚷䚷䚷䠄෗┿ᥦ౪䠖㻔ᰴ㻕䝝䝹䜻䠅

ᖹᡂ䠎䠔ᖺᗘ 奈良䛾ᮌ䛷೺ᗣ䛻䛺䜛ᐇド஦ᴗ
䠃ᖹᡂ䠎䠕ᖺᗘ 奈良䛾ᮌ䛷ᛌ㐺䛻ᬽ䜙䛩᳨ド஦ᴗ

┘ ಟ 䠖 㔠ᒣ බ୕ 䠄ி㒔኱Ꮫ⏕Ꮡᅪ◊✲ᡤ ᩍᤵ䠅
ᮾ ㈼୍ 䠄㏆␥኱Ꮫ་Ꮫ㒊 ෸ᩍᤵ䠅

㇂ ㇂⏣㈅ගඞ 䠄ᮾி኱Ꮫ ྡ㄃ᩍᤵ䠅ගඞ 䠄ᮾி኱Ꮫ ྡ㄃ᩍᤵ䠅

༠ ຊ 䠖 ᕝୖ⏘ྜྷ㔝ᮦ㈍኎ಁ㐍༠ྠ⤌ྜ
ᰴᘧ఍♫䜲䝮䝷
ྜྷ㔝㖭ᮌ〇㐀㈍኎ᰴᘧ఍♫
୍⯡♫ᅋἲே ྜྷ㔝䛛䜟䛛䜏♫୰
奈良県⏘ᴗ᣺⯆⥲ྜ䝉䞁䝍䞊
奈良県᳃ᯘᢏ⾡䝉䞁䝍䞊

஦ົᒁ 䠖 奈良県 奈良䛾ᮌ䝤䝷䞁䝗ㄢ

䛈䠒䠏䠌䠉䠔䠑䠌䠍 奈良県奈良ᕷⓏ኱㊰⏫䠏䠌

㟁ヰ␒ྕ 䠖 䠌䠓䠐䠎䠉䠎䠓䠉䠓䠐䠓䠌 䠢䠝䠴 䠖 䠌䠓䠐䠎䠉䠎䠓䠉䠍䠌䠓䠌
䝩䞊䝮䝨䞊䝆 䠖 http://www.pref.nara.jp/27678.htm

Ⓨ⾜᪥ 䠖 ᖹᡂ㻟㻜ᖺ㻟᭶㻞㻜᪥

奈 良 䛾 ᮌ 䛾 䛣 䛸
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新商品素案 
 
(ア) 桂剝きを表⾯材に利⽤した商品 

 
1. ⼿法 
⼤根の桂剥きをイメージした⼿法。 
⼤型機械（この機械はハノイの⼯場で確認済み）で丸太からそのまま 1 ㎜〜3 ㎜程度の厚みに
スライスして 1 枚のシート状表⾯材（化粧単板）を作り、コンパネサイズ（1800 ㎜×900 ㎜×
13〜15 ㎜）の板に貼り付け、吉野材化粧貼集成材として使⽤する⼿法。 
※コンパネサイズの板には、既に本実加⼯が施されている。 
※吉野材の丸太を輸出する必要がある。 
 
⼤判の 1 枚板のイメージで、この桂剥き⼿法は現時点でも存在するが、施⼯後には隠れる⽤途
の⼀等材（下地材）として使⽤されている。 
吉野材を使⽤することで、これまでにはなかった内装⽤化粧材として使⽤できる。 
2. メリット 
コストダウン 
基礎調査で提案している「吉野材化粧貼集成材」は、ベトナム⽣産の集成材（2000 ㎜×105 ㎜
×15 ㎜）表⾯に吉野材化粧単板を貼り付けたフローリング材だが、シート型フローリングであ
れば、本実加⼯・化粧単板の貼り付け・成型と⾔う⼀連の製造⼯程が、「吉野材化粧貼集成材」
約 8 枚分を 1 度に製造できることから、コストカットが⾒込める。 

 
(イ) シート型フローリング-Ⅰ 

 
1. ⼿法 
1 枚のコンパネ状の板に溝加⼯を施し、その上に約 8 枚の吉野材（杉・檜）の化粧単板を貼り
付ける⽅法。 
コンパネサイズ（1800 ㎜×900 ㎜×13〜15 ㎜）の幅広板に、1800 ㎜×105 ㎜×1 ㎜の単板約
8 枚を貼ることで、まるでフローリング材を 1 枚ずつ貼っているかのように⾒せる⼿法を取っ
た製品。 
施⼯後の形状は、基礎調査で提案している「吉野材化粧貼集成材」に⾒た⽬が近い。 
2. メリット 
コストダウン 
幅広板に単板を貼ることにより、本実加⼯・化粧単板の貼り付け・成型作業が 1 回でできるこ
とで、コストダウンにつながる。 
幅広板にあえて 8 枚のフローリングサイズの単板を貼ることにより、よりリアルにフローリン
グを再現できるだけでなく、⾼級感を⾒せることができると考える。 
単板の端を重ねて貼り合わせることで、①剝がれにくくする事と、②つなぎ⽬を意識させる事
ができる。 

 
(ウ) シート型フローリング-Ⅱ 

 
1. ⼿法 
（ア）と（イ）の混合⼿法。 
板の上に、（ア）⼿法の B 級品を捨て貼りとして貼り付け、その上に 8 枚の化粧単板を貼った
後、表⾯に溝加⼯・⾯取り作業・サンダー仕上げする⼿法。 
コンパネサイズ板に溝を必要としない点が、（イ）の⼿法とは異なる。 
2. メリット 
① 瑕疵防⽌ 
単板は、厚みが 1 ㎜と薄く、傷がついた場合、傷の深さによっては下地材が⾒えてしまう事が
あり、施⼯後のクレーム案件となるが、これを防ぐ効果がある。 
また、施⼯後、つなぎ⽬を簡単に加⼯できる。 
② コストダウン 
溝加⼯・⾯取り作業・サンダー仕上げが簡単であることから、低価格での提供が可能になる。 
③ 施⼯時の⼯期短縮 
施⼯段階では、1 度にフローリング材 8 枚分の⾯積を貼ることができるので、住宅メーカーや
⼯務店、建設会社の⼯期短縮につながる。 

 
これらはまだ素案段階であり、今後、⽇本に既に同様の商品が存在しないかの検討から始めて、
ネーミング、⼿法の細部検証、特許取得等慎重に事を進め、前向きに取り組んでいく。 
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平成２８年度「奈良の木で健康になる」実証事業（奈良県農林部奈良の木ブランド課）

試験結果.３ ダニの忌避

【緒言】

日本では少子高齢化が進み、子供の健やかな成長と、高齢者の健康寿命の延伸が今まで

以上に求められています。木材は健康に良いと言われますが、実証データは充分とは言え

ず、奈良県産材を用いた試験結果も見当たりません。そこで、奈良県農林部奈良の木ブラ

ンド課では、平成28年度に「奈良の木で健康になる」実証事業を実施し、奈良県産スギ材

とヒノキ材が疾病予防につながる性質を有するかどうかを検証しました。

【実験方法】

（１）材料

奈良県吉野郡川上村の人工林で生育した約100年生と約70年生のスギとヒノキを使用し

ました。いずれも2016年に伐採されたもので、長さ3ｍの丸太のうち元の1.5ｍ分は細かく

チップ化して水蒸気蒸留法により精油を採取し、末の1.5ｍ分は厚み20mmの板に製材し天

然乾燥させました。試験には心材部分を使用しました。

参考とするために、天然乾燥させた他県産のスギ材、ヒノキ材、市販の他県産スギ材精

油、ヒノキ材精油およびカーペット生地も使用しました。

（２）試験

JIS L 1920（繊維製品の防ダニ性能試験）忌避試験、侵入阻止法を参考に実施しました。

すなわち、試験には、直径40mmのろ紙にスギ材およびヒノキ材の精油を染みこませたもの

と、スギ材、ヒノキ材およびカーペット生地から切り出した直径40mm、厚み5mmの試験体

を使用しました。これらの材料を直径（外寸）45mmのシャーレに入れ、25℃で相対湿度75

％の暗所でヤケヒョウヒダニが生息している環境に24時間静置し、シャーレ内へ侵入した

ダニの数を計測しました。繰り返し数は３としました。比較のために、シャーレに何も入

れない場合も同様に試験をしました。

なお、本試験は、奈良県外の専門試験機関に依頼して実施しました。

赤井田幸男

赤井田幸男

赤井田幸男

赤井田幸男

赤井田幸男

赤井田幸男

赤井田幸男
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【結果および考察】

下図に示すように、空のシャーレに侵入したダニの数（対照）を100とすると、奈良県

産スギ材やヒノキ材の精油含有のろ紙をシャーレ内に置くことで、ダニの侵入は1以下に、

また奈良県産スギ材を置くと70年生で14、100年生で64、ヒノキ材では70年生で14、100年

生で54となりました。一方、カーペット生地では96となりました。

「ダニの忌避（ダニが近づかない）」

（ダニが避ける）奈良のスギ精油・ヒノキ精油 ＞ 他県のスギ精油・ヒノキ精油 ＞

スギ材・ヒノキ材 ＞ カーペット（ダニが侵入）

スギ材やヒノキ材の精油は、ダニに対して強い忌避性があります。

床材料として、カーペットよりも木材を使うことで、ダニの少ない室内環境となり、ダ

ニによるアレルギー疾患（喘息、アトピー等）を軽減できる可能性があります。

赤井田幸男



調査工程表　

案件名：ベトナム国吉野材を活用した内装材の現地利用に関する基礎調査

提案法人名：吉野製材工業協同組合 （単位：日）

所属 ハレノヒ株式会社

氏名 中西　利彦 上田　幸男 丸　充彦 武田　啓司 赤井田　幸男

担当
業務

業務主任者/
事業計画/事

業化調査

開発課題/現
地技術調査

パートナー企
業調査/現地
技術調査

国内業務

外部人材業務の
総括者/競合商
品調査、市場調

査

業務
内容

事業総括、事
業可能性調

査、ODA案件
化およびビジ
ネス展開計画

の策定

開発課題分析
/現地生産技
術調査分析

現地協力企業
の調査/現地
企業の加工技
術生産体制構

築

共同組合と現
地ベトナムと
の連絡調整/
各種報告書作

成

競合企業調査/
協同組合組織形
成調査/ODA案件
化にかかる各種
調査・検討/現
地販売可能性及
び生産可能性の
市場調査、各種
報告書作成

格付 3 4 4 4 3

○ ◎

- - - 0.5 1

○ ◎

0.5 - - − 0.5

○ ◎

- - - 0.5 1

◎

- - - - 2

◎

- - - - 1.5

◎

- - - - 1.5

◎

- - - - 1

◎

- - - - 1

○ ◎

0.5 - - 0.5 0.5

○ ◎

- 0.5 - 0.5 0.5

○ ◎

- 0.5 - 0.5 1

○ ◎

- 0.5 - 0.5 1

2.5 2.5 2.5 - 2.5

○ ◎

0.5 0.5 0.5 - 0.5

○ ◎

0.5 0.5 0.5 - 0.5

○ ◎

1 1 1 - 1

○ ◎

1 1 1 - 1

○ ◎

0.5 0.5 0.5 0.5

◎ ○

0.5 0.5 0.5 - 0.5

◎ ○

0.5 0.5 0.5 - 0.5

調査工程
調査内容

(番号)
調査/業務方法詳細

吉野製材工業協同組合

国内業務
（現地調査前）

③・④
ホーチミン、ハノイの内装工事企業の確認
（木工製品を取扱う企業、高級内装を扱う企業、ホテルやリ
ゾート等で高級商材を扱う企業）

第1回現地調査
5月中旬
（7日間）

― 移動（往復）、ホーチミンへ移動

②・⑥
木材に興味のある企業等を訪問し、吉野町内装材の使用可
能性を調査する。

（移動：ビンフォック省及びビンズン省）
パートナー企業候補者に訪問し、吉野材化粧張集成材の製
造可能性について調査（ビンフォック省及びビンズン省）

②

ビンフォック省内の木工製造企業（零細・中小含め）で吉野
製材工業共同組合と事業連携について興味のある企業を調
査する。（ビンフォック省）
短期大学等を含め、指導者候補の確認

②・⑥

④
競合商品となる内装材の調査及び、競合企業の商品品質と
価格の調査

② パートナー企業の条件や技術について、事前に確認する

②・⑥
ビンフォック省内の木工企業説明用に吉野材の特徴と技
術、連携によるメリット等の説明資料作成

第2回現地調査
7月中旬〜下旬

（7日間）

―

移動（往復）、ホーチミン　→ ハノイへ移動

①

（移動：ホーチミン→ビンフォック省）
ビンフォック省及びFSIS等より開発課題に関するヒアリング
調査

②

現地会計事務所や弁護士事務所を訪問し、国内調査の確
認を行う。

（移動：ホーチミン→ハノイ）
内装工事会社等を訪問し、吉野材化粧張集成材の使用可
能性を調査する（北部）

（ビンフォック省、ビンズン省）
吉野製材サンプル及び吉野製材技術の説明、吉野製材技
術を活用した技術ヒアリング

③

（移動：ビンフォック省、ビンズン省→ホーチミン）
内装工事会社等を訪問し、吉野材化粧張集成材の使用可
能性を調査する（南部）

③

国内業務
（第１回調査後）

― 進捗報告書作成

①
開発課題に関する相手政府の解決策確認、本事業が開発
課題に与える効果を整理

②・⑥
吉野製材の特徴や技術の説明資料整理、現地木材と吉野
木材の違いを明確にする現地資料作成、各種ヒアリング調
査書作成

③・④
現地内装企業が実施している内装材の種類や内装市場の
把握

②・③

国内調査で確認した企業及び関連会社について現地調査
及び現地関連団体にてヒアリング調査する

③

現地ニーズを確認するため、富裕層やデベロッパー等への
アプローチ手法の検討及び確認を現地関連団体と事前相談

⑤
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◎

- - - 0.5 0.5

◎ ○

0.5 0.5 - 0.5 0.5

○ ◎

- 0.5 - 0.5 1

○ ◎

- 0.5 - 0.5 1

○ ◎

- 0.5 - 0.5 1

2.5 2.5 - - 2.5

◎ ○

0.5 0.5 - - 0.5

○ ◎

1 1 - - 1

◎ ○

0.5 0.5 - - 0.5

○ ◎

1 1 - - 1

○ ◎

1 1 - - 1

○ ◎

0.5 0.5 - - 0.5

○ ◎

- - - 0.5 0.5

○ ◎

0.5 - - 0.5 0.5

○ ◎

0.5 - - 0.5 0.5

○ ◎

0.5 - - 0.5 1

○ ◎

0.5 - - 0.5 1

○ ◎

1.5 1 1 1 5.5

現地
業務

14 14 7 0 21

国内
業務

5 4.5 1 9 18.5

②

本組合の連携条件を満たす現地パートナー企業の候補を挙
げ、その他に可能性のある企業を調査する。また、連携する
条件を整理し技術力、信頼性、将来性の評価指標を整理す
る。

③・⑥

現地消費者対象に木工製品の意識に関する文献調査、確
認後　アンケートの作成

想定するパートナー企業とのMOUや提携にあたり依頼事項
を整理し、条件と役割分担を再確認

第3回現地調査
10月中旬〜下旬

（7日間）

―

移動（往復）、ホーチミン　→ ハノイへ移動

②

パートナー企業調査として市場調査を基に現地訪問し連携
可能か調査

③

国内業務
（第2回調査後）

―

合計日数

（移動：ビンフォック省、ビンズン省→ホーチミン）
開発デベロッパー及び都市開発業者等を訪問し、吉野材の
現地ニーズを調査する。（南部）③

現地法人許認可及び木工製造の政府政策及び投資環境調
査

③・④

競合企業対象に強みと弱みを確認し競合する要素を確認し
４P戦略とSWOT分析から今後の吉野建材販売戦略を構築
する

―

業務完了報告書作成

⑥

ビンフォック省及びベトナム国の協同組合活動内容を文献調
査、日本の協同組合との比較、管理者対象の説明書作成

③・④

現地内装企業が実施している内装材の種類や内装市場の
把握（PDCAによる更新）

―

進捗報告書作成

①

本事業を進める上で現地の開発課題を解決し一緒に築く今
後の事業を進める上で、ビンフォック省に対する依頼書及び
事業説明資料の作成

国内業務
（第3回調査後）

⑥

ビンフォック省及びベトナム国の協同組合活動内容を文献調
査、日本の協同組合との比較、労働者対象の説明書作成

（移動：ホーチミン→ハノイ）
開発デベロッパー及び都市開発業者等を訪問し、吉野材の
現地ニーズを調査する。（北部）

⑥

消費者対象に意識調査。現地協力企業と連携して　ヒアリン
グ又はアンケート調査の実施。また、気候・風土・文化を含
め、ベトナムと日本は住環境が異なるため、住宅や室内に
「木」を使用するか導入可能性を調査する。（ハノイ）

⑥

ビンフォック省の木工製造企業対象に協同組合形成によるメ
リット説明

⑤

進捗報告書作成

②



契約件名：ベトナム国　吉野材を活用した内装材の現地利用に関する基礎調査

1.受注者【現地業務】

契約時 5 35.0 1.17

最新計画 5 35.0 1.17

実績 0 35.0 1.17

2.受注者【国内業務】

19.5 0.98

19.5 0.98

19.5 0.98

3.外部人材【現地業務】

契約時 3 21.0 0.70

最新計画 3 21.0 0.70

実績 0 22.0 0.74

4.外部人材【国内業務】

18.5 0.93

   【凡例】　 18.5 0.93

18.5 0.93

2023年

▼ ▼ ▼ ▼

業務計画書 進捗報告書 業務完了報告書（案） 業務完了報告書

車両関係費 （日） 15

現地庸人費（通訳） （日） 15

現地交通費（ホーチミン～ハノイ） （回） 2

注1）本表の作成に当たっては、シート「従事計画・実績表の記入方法」の内容をご確認ください。

注2）各業務従事者の現地、国内のそれぞれの人月は、現地業務期間は30 日、国内業務期間は20 日で除した数字の小数点以下第３位を四捨五入して算定してください。

注3）人月振替を行う場合、留意点がありますので、必ず「契約管理ガイドライン」本文中の「３．契約履行プロセスにおける契約管理」、「（６）業務従事者の業務量に係る事項（人月振替等）」（p.8）を確認してください。

　　また、具体的な人月振替の方法については、シート「従事計画・実績表の記入方法」の「人月振替に係る解説」を参照してください。

注4）外部人材の合計実績人月は、計画（契約書上で認められている人月）を超えていないことを確認してください。（契約書上で認められた人月を超える人件費の支払いはできません。）

注5）契約締結後（変更契約を締結している場合は変更契約後）、業務従事者の交代や追加が発生した場合は、新規に配置された業務従事者も本表に加えてください。その際、当該従事者の「契約時」欄は空欄としてください。

　　 交代前の業務従事者について、1日でも従事実績がある場合は、本表から削除せず、実績の記録を残してください。

1 1

5 5

5 5 5
現地活動費
数量根拠

現地② 現地③

5

活動計画

現地活動／本邦受入活動　予定時期

6 7 8 912 1 2 3 4 56 7

成果品提出時期

2 3 4 5

40.50

現地①

10 11 12

1.67

自社業務/他案件（点線）

2024年
計 備考

39.50 1.63

最新計画 8 最新計画 39.50 1.63

業務従事実績（黒実線）　　　　　　 渡
航
回
数

合
計

契約時 8

外部人材人月
（現地＋国内)

契約時

自社負担（斜線） 実績 0 実績

8 9 10 111

外部人材
人月小計
（国内）

契約時

最新計画

業務従事計画（グレー）　　　　　　
業務従事者

(受注者＋外部人材）
渡航回数合計

実績

(0.5日)

6 赤井田　幸男

実績 0.5 0.03

(0.5日)

(0.5日)

契約時 0.5 0.03

最新計画 0.5 0.03
事業化調査/協同
組合組織形成

4
ハレノヒ株式
会社

A-1

(2.5日) (3日) (3日)(3日) (2日) (2日)
0.90実績 18.0

(2.5日)

(2日) (2日) (2.5日) (3日) (3日)(2.5日) (3日)

(2日) (2.5日) (3日) (3日)(2.5日) (3日) (2日)
契約時 18.0 0.90

最新計画 18.0 0.905 赤井田　幸男
外部人材業務の総
括者/競合商品調
査、市場調査

3
ハレノヒ株式
会社

A-1

10 11 125 6 7 8 911 12 1 2 3 45 6 7 8 9 101 2 3 4
項目

渡航
回数

契約期間
日数
合計

人月
合計

備考2023年 2024年
従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類

渡
航
回
数

小
計

外部人材
人月小計
（現地）

契約時

最新計画

実績

(5日)
0.17実績 5.0

（5日）

（5日）
契約時 3 5.0 0.17

最新計画 3 5.0 0.176 赤井田　幸男
事業化調査/協同
組合組織形成

4
ハレノヒ株式
会社

A-1

(8日) (7日) (2日)

5 赤井田　幸男

0.57実績 17.0

（2日）（7日） （7日）

（2日）（7日） （7日）
契約時 3 16.0 0.53

第1回渡航調査日数増(経費増)分
について、精算時に費目間流用
し、不足の場合は自社負担とする
事、2023年4月27日付け打合簿に
て確認済み。

最新計画 3 16.0 0.53
外部人材業務の総
括者/競合商品調
査、市場調査

3
ハレノヒ株式
会社

A-1

10 11 125 6 7 8 911 12 1 2 3 45 6 7 8 9 101 2 3 4
項目

渡航
回数

契約期間
日数
合計

人月
合計

備考2023年 2024年
従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類

受注者
人月小計
（国内）

契約時

最新計画

実績

(1日)
実績 1.0 0.05

最新計画

(1日)

1.0 0.05

9.0 0.45

4 丸　充彦
パートナー企業/
現地技術調査

4
吉野製材工業
協同組合

Z

契約時

(1日)

1.0 0.05

(2.5日)

(1日)

(1.5日)

(2日)

(2.5日) (1日)

(1.5日) (2日)
3 武田　啓司 国内調査 4

吉野製材工業
協同組合

Z

契約時

(2日) (2日)

実績

2 上田　幸男
開発課題/現地技
術調査

4
吉野製材工業
協同組合

Z

実績

(1.5日) (2日)

最新計画

(1.5日)

(2日)

(1日)

9.0 0.45

9.0 0.45

(2.5日)

4.5 0.23

最新計画

契約時

(2日) (1日)
4.5 0.23

(2日)(1.5日)

(1.5日)

(0.5日)

(1日)
4.5 0.23

(2日) (1日)

実績 5.0 0.25

(0.5日) (0.5日) (1日) (1.5日)(0.5日) (0.5日)

(0.5日)

(0.5日)
最新計画 5.0 0.25

(0.5日)

1 中西　利彦
業務主任者/事業
計画/事業化調査

3
吉野製材工業
協同組合

Z

契約時

8 92 3 4 5 6 78

(1日) (1.5日)(0.5日) (0.5日) (0.5日)

1

5.0 0.25

10 11 12

(0.5日)

(0.5日) (1日) (1.5日)(0.5日) (0.5日)

日数
合計

人月
合計

備考2023年 2024年
従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目

渡航
回数

契約期間

9 10 11 12 12 3 4 5 6 7

渡
航
回
数

小
計

受注者
人月小計
（現地）

契約時

最新計画

実績

(2日) (5日)
7.0 0.23

(7日)
最新計画 1

1

実績

(7日)

4 丸　充彦
パートナー企業/
現地技術調査

4
吉野製材工業
協同組合

Z

契約時

実績

3 武田　啓司 国内調査 4
吉野製材工業
協同組合

Z

7.0 0.23
第2回渡航ではなく、第3回渡
航に延期した。

7.0 0.23

0.0 0.00

最新計画

契約時

0.0 0.00

(7日)

0.0 0.00

実績 14.0 0.47

(7日)

(2日) (5日)

2

(7日)
最新計画 2 14.0 0.472 上田　幸男

開発課題/現地技
術調査

4
吉野製材工業
協同組合

Z

契約時
(7日) (7日)

(7日)

14.0 0.47

実績 14.0 0.47

(7日)

(2日) (5日)

2

(7日)
最新計画 2 14.0 0.471 中西　利彦

業務主任者/事業
計画/事業化調査

3
吉野製材工業
協同組合

Z

契約時

8 92 3 4 5 6 78

(7日) (7日)

1

14.0 0.47

10 11 12

日数
合計

人月
合計

備考2023年 2024年

業務従事計画・実績表

従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目

渡航
回数

契約期間

9 10 11 12 12 3 4 5 6 7

7/23-29

7/23-29

9/29-30

9/29-30

10/1-5

10/1-5

9/29-30 10/1-5

4/13.20

4/5.12.26

6/14

6/5、14、19

6/5、14、19、26

8/18

8/5,18,21,31

10/21

10/19.21

10/12.19.26

5/21-28 7/23-29 9/29-30

10/1-5

4/14,21,24,25,28 6/7,9,12,14,30 8/1,2,13,19,26 10/7.8.21.22

.25-27

11/24

11/29-30

11/15-21

12/27

12/22,23,2
5-29

1/3-7,10-1629-31

1/15-16

1/15

1/15

1/15

添付資料９
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